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栃木市の「と」の文字をモチーフとして、緑
色の 4本のラインは自然、歴史、地域、人を
表し、青色はそれぞれの流れが一つとなった
大河の流れを、その先にあるオレンジ色の円
は輝かしい未来と人々の情熱を表しています。

市　章

　太平山の新緑と６月に収穫期を迎える二条大麦（ビール麦）　　　　　　　　　　　　　　
　　（大平町下皆川地内で 4 月 25 日撮影）

まちづくり懇談会“ふれあいトーク ” を開催 　

市
民
の
皆
さ
ん
と
市
長
が
直
接
話

し
合
う
、
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
ふ
れ

あ
い
ト
ー
ク
（
栃
木
地
域
は
栃
木
市

自
治
会
連
合
会
主
催
、
他
の
地
域
は

市
主
催
）
を
、
７
月
か
ら
10
月
ま
で
の

期
間
、
市
内
19
会
場
で
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
市
長
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
日
ご

ろ
感
じ
て
い
る
こ
と
や
行
政
へ
の
要

望
、
ご
意
見
等
を
直
接
伺
い
、

課
題
を
共
有
し
、
市
政
に
反

映
す
る
た
め
に
行
う
も
の
で

す
。

　

懇
談
会
で
は
、
市
か
ら
重
要

施
策
に
関
す
る
報
告
、
事
前

質
問
に
対
す
る
回
答
の
の
ち
、

フ
リ
ー
ト
ー
ク
（
自
由
討
論
）

に
よ
る
懇
談
を
行
い
ま
す
。

　

昨
年
は
市
内
19
か
所
で
開

催
し
、
１
，
１
７
３
人
の
方
の

ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

懇
談
で
は
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス

や
、
３
病
院
の
統
合
再
編
に

関
す
る
ご
意
見
（
２
面
参
照
）、

身
近
な
道
路
の
維
持
補
修
と

整
備
の
進
捗
状
況
、
子
ど
も

の
通
学
路
の
安
全
対
策
、
高

齢
者
の
は
つ
ら
つ
セ
ン
タ
ー

事
業
な
ど
、
日
常
に
か
か
わ

る
問
題
や
市
政
へ
の
疑
問
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

伺
っ
た
ご
意
見
に
は
、
そ

の
場
で
お
答
え
で
き
る
も
の
、

現
状
を
確
認
し
検
討
が
必
要

な
も
の
、
長
期
的
に
対
策
を

講
じ
る
必
要
が
あ
る
も
の
な
ど
も
あ

り
ま
す
が
、
で
き
る
限
り
市
政
に
生

か
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来
場

い
た
だ
き
、
多
く
の
ご
意
見
や
ご
提

案
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
政
に
関
す
る
ご
意
見
や

ご
提
言
な
ど
は
日
ご
ろ
よ
り
、
市
政

メ
ー
ル
箱
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
投

稿
で
き
ま
す
）
や
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

な
ど
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
２
面
に
続
く
）

平成 25年度
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　平成 25 年度

７月 11日～ 10 月 21 日、市内 19 会場

A 　①試行運行の実施計画は、常にバスに乗車している人数を表す平均乗
車密度という指標を用い、利用者が少なく基準に満たない場合は運行内容の見

直しを行うこととしています。
　廃止については、沿線住民のニー
ズや満足度、廃止による影響などを
総合的に評価し、「栃木市地域公共
交通会議」の協議を経た上で決定し
ます。
 ②利用状況や地域住民からの要望等
を踏まえ、必要に応じて現在の運行
ルート以外のルートについても検討
します。

③試行運行期間は、平成25年度までを予定しています。試行運行期間の変更は、
現時点では予定していません。　　　　　　　　　　　　　　（生活環境部）

⇒４月から運行ルート等の見直しを行い、金崎線では「道の駅にしかた」から、
県道上久我都賀栃木線沿線の西方町本郷、都賀町原宿を経由し、「都賀文化会館」
に至る運行ルートを新設し、栃木駅を起点・終点とする循環線、ダイヤ改正な
どを行いました。その他の路線も、市民の方にご利用いただけるよう改正をし
ました。

Q
　【豪雨等による水害時の緊急避難対策について】
　記録的豪雨による大災害が起きている。部屋地区はハザードマップで

は広い区域が深く水没する想定となっており、豪雨があった場合、堤防が決壊
し大水害を被ることになる。対策の第一は堤防の強化であるが、同時に避難対
策が必要である。
　未曾有の豪雨を念頭に置き、より実効性の高い対策が早急に講じられること
を強く要望します。

A 　記録的な豪雨が各地で多発しております。現在の洪水ハザードマップで
は、部屋地区においてはご指摘のとおり、巴波川堤防が氾濫した場合、巴波橋
を通る避難経路は通行困難になります。
　そのため、正確な情報収集に基づき、危険が切迫する前に余裕をもって迅速
かつ確実に避難勧告・指示を行うとともに、多様な避難経路・救助方法の確保
が必須となります。
　特に高齢者等災害時要援護者については、日ごろから自治会や福祉関係者と
情報交換等を行い、速やかな避難誘導に努めるとともに、現在、市で策定して
いる地域防災計画・水防計画を踏まえ、各地区の実態に応じた実行可能な避難
誘導体制を構築していきます。　　　　　　　　　　　　　　　（危機管理監）

⇒３月に「地域防災計画」「水防計画」を策定しました。平成 25 年度は、そ
れらの計画に基づき「防災ハザードマップ」を作成する予定です。

　フリートークでのご質問
【質問】市内の３病院が統合再編されることで救急病院が第１病院に集中して、
機能として低下することは無いのか。

【回答】誤解があったかもしれませんが、救急に関しては、第１病院（仮称）
しか受け付けないわけではありません。救急は第２病院（仮称）も受け入れま
す。まずは第１病院が中心になりますが、ご懸念されていますように、第１病
院が受け入れできない場合は、第２病院にお願いすることもありますし、最初
から第２病院に行くこともあり得ます。一切他はやりませんということはあり
ませんので、ご安心ください。　　　　　　　　　　　　　　（総合政策部）

【質問】市内の防犯灯 1 万灯を、平成 25 年度に 2 億 5000 万円をかけてＬＥ
Ｄ化するという件について、各自治会で独自に設置している防犯灯については、
1 万灯の中に入っているのかどうか伺いたい。

【回答】自治会の管理している防犯灯を全てＬＥＤに交換することを予定して
いて、ご質問のあった自治会の防犯灯については対象に含まれています。
　また、整備をした後の管理については、行政で管理をしますので、26 年度
以降は自治会の負担がなくなる予定です。　　　　　　　　　（生活環境部）

　今年度も、たくさ
んの皆さんにお越し
いただき、多くのご
意見をいただきたい
と思います。
　自由参加となって
いますので、お誘い

あわせの上お越しください。（栃木地域への参加については、  地域まちづく
り課☎ 21 ‐ 2247 へ事前に連絡ください）

 秘書広報課 ☎ 21 ‐ 2224

　まちづくり懇談会 ふれあいトーク 開催

　自治会から事前にいただいた質問

　【ふれあいバスの試行運行について】
　西方地域でも「ふれあいバス」の試行運転が始まり、約２時間毎にバ

スが通っても、乗客の姿が見えない。高齢者が今後増える事から継続して正式
な運行を確保していただきたい。
①継続して運行されるための条件は？
②現在のコース（金崎線、真名子線）以外（小中学校、総合文化体育館、なか
よしこども園等の公共施設を通るルート）を走る計画はないのか。
③試行運行期間は何年か？期間の変更は可能なのか？

Q

　ここでは、平成 24 年度に行われたまちづくり懇談会ふれあいトークの
ご提案等の中から、いくつかを紹介します。

№ 開　催　日 開催時間 会　場
1   7 月 11 日（木） 19 時～ 21 時 西方総合文化体育館
2   7 月 12 日（金） 19 時～ 21 時 西方保健センター
3   7 月 17 日（水） 19 時～ 21 時 真名子夢ホール

4   7 月 25 日（木） 18 時 30 分～ 
20 時 30 分 大平南地区公民館

5   7 月 26 日（金） 18 時 30 分～ 
20 時 30 分 大平西地区公民館

6   ８月   1 日（木） 18 時 30 分～ 
20 時 30 分 大平東地区公民館

7   ８月   2 日（金） 18 時 30 分～ 
20 時 30 分

第６・７地区 
（第六地区コミュニティセンター）

8   ８月   8 日（木） 18 時 30 分～ 
20 時 30 分

第２・３・４地区 
（第四地区コミュニティセンター）

9   8 月   9 日（金） 18 時 30 分～ 
20 時 30 分 吹上・寺尾地区（吹上公民館）

10   8 月 19 日（月） 18 時 30 分～ 
20 時 30 分

第１・５地区 
（第五地区コミュニティセンター）

11   8 月 21 日（水） 18 時 30 分～ 
20 時 30 分 皆川地区（皆川公民館）

12   8 月 23 日（金） 18 時 30 分～ 
20 時 30 分 大宮・国府地区（国府公民館）

13 10 月   2 日（水） 19 時～ 21 時 部屋地区公民館
14 10 月   3 日（木） 19 時～ 21 時 藤岡遊水池会館
15 10 月   4 日（金） 19 時～ 21 時 赤麻地区公民館
16 10 月   7 日（月） 19 時～ 21 時 三鴨地区公民館
17 10 月 17 日（木） 19 時～ 21 時 合戦場小学校体育館
18 10 月 18 日（金） 19 時～ 21 時 家中小学校体育館
19 10 月 21 日（月） 19 時～ 21 時 赤津小学校体育館

平成 25 年度まちづくり懇談会ふれあいトーク日程表
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No.10

栃木市長　鈴木俊美

　市民の皆さん、こんにちは。
　今回から平成 25 年度の主な事業につ
いてお話しをします。
　４月よりスタートした栃木市総合計画
は、10年間を計画期間とする基本構想と、
５年間を計画期間とする（前期）基本計
画で構成されていまして、この基本計画
はさらに、７つの基本方針で成り立って
います。この基本方針に沿って、本年度
予算の主な事務事業を説明します。
　第 1　かけがえのない自然に優しいま
ちづくり
①住宅用太陽光発電システム設置費補助
事業［4,200 万円］住宅用太陽光発電シ
ステムを設置する方に経費の一部を補助
します。
②新エネルギー普及事業［823 万円］
クリーンエネルギーの調査・研究、電気

自動車やプラグインハイブ
リット車の普及拡大、公共
施設への充電設備設置など
を推進します。
③寺尾地区簡易水道事業［2 億 7,200 万
円］寺尾地区に簡易水道事業を導入し、
安全安心なライフラインを確保します。
　第 2　心地よく暮らせるまちづくり
①ふれあいバス運行事業［2 億 163 万円］
高齢者、児童・生徒、妊産婦等の交通弱
者の移動手段の確保、あるいは通勤等の
利便性向上のために試行運行をしている
ふれあいバスですが、今年度は試行運行
最後の年度となります。運行実績の確保
ができなければ、路線の存廃にもかかわ
る重要な事業年度です。
②伝建まちづくり事業［600 万円］昨年、
国の重要伝統的建造物群保存地区に指定
された嘉右衛門町地区に存在する歴史的
資源を活かしたまちづくりを推進するた
め、「まちづくり基本計画」を策定します。
　続きは来月ということでお願いします。

平成 25年度の事業について

栃木市

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
等
が
安
心
し
て

日
常
生
活
や
社
会
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
栃
木
市
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
を
策
定
し
ま

し
た
。

　

施
設
整
備
（
ハ
ー
ド
面
）
だ
け
で
な
く
、
困
っ
て

い
る
人
を
み
か
け
た
ら
積
極
的
に
協
力
す
る
「
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
」
に
つ
い
て
も
啓
発
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
た
。「
栃
木
市
バ
リ
ア
フ

リ
ー
基
本
構
想
」
で
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

 

道
路
課 

☎
21
‐
２
２
４
１

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
を
策
定

住宅の新築を応援しています！
　定住人口の増加を促進し、活性化を図る目的で賃貸住宅居住や市
外在住の皆さんが市内に定住するために新築または購入した住宅に
補助金を交付しています。
◆補助額・補助期間　対象住宅（居住部分）に係る固定資産税およ
び都市計画税相当額を税が初めて課税された年度から下記期間を補
助。合計 100 万円限度。

◆対象者（次のいずれかに該当する方）
①補助対象住宅の新築又は購入の契約日前２年以上、市外に居住し
　ていた方
②補助対象住宅の新築又は購入の契約日前２年以上、市内の賃貸住
　宅に居住していた方
③親族が所有する市内の家に同居していた方で、他の敷地に住宅を
　新築又は購入し、当該親族と生計が別になった方
◆対象住宅（次の①～②をみたす住宅）
①対象者が新築又は購入し、自ら住んでいる住宅（契約日が平成
　22 年 3 月 29 日以降のもの。なお、西方地域については平成 23
　年 10 月 1 日以降のもの）
②併用住宅の場合、非住宅の部分が 50㎡以下かつ建築物の延べ床
　面積の 2 分の 1 未満のもの
※既存住宅の建て替えや増築、中古住宅の購入は対象外。
◆申請手続き　毎年、固定資産税および都市計画税を完納後に申請
◆申請期限　課税年度末日

 建 築 課 ☎ 21 ‐ 2622
 都市建設課 ☎ 43 ‐ 9215
 都市建設課 ☎ 62 ‐ 0908
 都市建設課 ☎ 29 ‐ 1105
 産業建設課 ☎ 92 ‐ 0314

平成24年12月までに住宅が完成
または所有権移転が完了したもの

平成25年1月から12月までに住宅が
完成または所有権移転が完了したもの

３年間補助

２年間補助

（平成 25年度までに固定資産税が申請者に課税される必要があります）

（平成 26 年度までに固定資産税が申請者に課税される必要があります）

災
害
復
旧
費
用
の

　
　

一
部
を
補
助
し
ま
す

　

自
然
災
害
に
よ
り
住
宅
に
被

害
を
受
け
た
方
で
、
国
や
県
な

ど
の
被
災
者
生
活
再
建
支
援
制

度
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
、
被
災
し
た
住
宅
の
早

期
復
旧
を
図
る
た
め
、
復
旧
費

用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

◆
補
助
対
象

・
自
然
災
害
に
よ
り
被
害
を
受

け
た
住
宅
の
復
旧
費
用
（
被
災

し
た
方
の
居
住
す
る
住
宅
に
限

り
ま
す
）

・
居
宅
の
復
旧
に
要
す
る
工
事

費
が
10
万
円
以
上
の
も
の
。

◆
補
助
金
額

対象世帯 補　助　金　額

全壊世帯
100 万円上限
（住宅の建設又は購入費に相当する額）

半壊世帯
50 万円上限

 （居宅の復旧費に相当する額）
一部損壊
      世帯

10 万円上限
（居宅の復旧費の２分の１）

※補助金の交付は同一世帯及び同一住宅に対して
１回限りとなります。

 

危
機
管
理
課 

☎
21
‐
２
７
０
３

　

本
人
な
り
す
ま
し
に
よ
る
虚

偽
の
届
出
等
を
防
止
し
、
あ
わ

せ
て
市
民
の
個
人
情
報
を
保
護

す
る
た
め
に
、
市
役
所
等
の
窓

口
で
は
、
来
庁
さ
れ
た
方
の
本

人
確
認
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

戸
籍
や
住
所
変
更
の
届
出
、

住
民
票
等
の
交
付
請
求
の
際
に

は
、
本
人
確
認
書
類
の
提
示
に

　

第
20
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章

者
が
発
表
さ
れ
、
本
市
か
ら
次
の
方
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
心
か
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
【
瑞
宝
双
光
章
】　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　
　

小
柳　

捷
次
（
大
平
町
蔵
井
）
警
察
功
労

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
受
章

　
　
　
　
　
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

窓
口
で
の
本
人
確
認
に

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

つ
い
て
ご
協
力
願
い
ま
す
。

▼
１
点
で
確
認
で
き
る
も
の

（
官
公
署
が
発
行
し
た
顔
写
真

入
り
の
証
明
書
）

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真

付
き
）、
身
体
障
害
者
手
帳
、

外
国
人
の
在
留
カ
ー
ド
等

▼
複
数
必
要
と
な
る
も
の

健
康
保
険
証
、
年
金
手
帳
、
介

護
保
険
証
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
（
写
真
な
し
）、
学
生

証
（
写
真
付
き
）
等

＊
身
分
証
明
書
な
ど
を
お
持
ち

で
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
口
頭

で
の
質
問
や
、
文
書
で
の
通
知

等
に
よ
り
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐２
１
４
７

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機

設
置
費
を
補
助
し
ま
す

　

生
ご
み
の
減
量
化
を
進
め
る

た
め
、
生
ご
み
を
た
い
肥
化
す

る
コ
ン
ポ
ス
ト
や
電
気
式
生
ご

み
処
理
機
を
購
入
す
る
方
へ
補

助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

〇
電
気
式
生
ご
み
処
理
機　

補

助
額　

購
入
費

の
２
分
の
１

補
助
限
度　

上

限
２
万
円
（
１

世
帯
１
基
ま
で
）

〇
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
、
堆
肥
化

促
進
剤
専
用
容
器　

補
助
額

購
入
費
の
３
分

の
２
補
助
限
度　

上
限
５
千
円

（
１
世
帯
２
基
ま
で
）

　

購
入
前
に 

 

環
境
課
、
各

総
合
支
所
生
活
環
境
課
に
あ
る

申
請
書
等
を
お
取
り
寄
せ
く
だ

さ
い
。

　

詳
細
は
随
時
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

 

環
境
課 

☎
21
‐
２
６
０
１
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　　困ったことがあったら…
まず人権擁護委員に相談

市人権擁護委員紹介および人権擁護委員の日のお知らせ

地域名 氏　名 ふりがな 住　　所 電　　話

栃木地域

野澤千代子 のざわ ちよこ 入舟町 23-4791
野尻　和孝 のじり かずたか 川原田町 23-4541
柿上　法雄 かきあげ のりお 皆川城内町 23-2746
鈴木　庸子 すずき ようこ 大町 23-1272
佐山　和江 さやま かずえ 倭町 24-8100
大竹　義彦 おおたけ よしひこ 今泉町１丁目 27-3556
熊倉　陽子 くまくら　ようこ 梅沢町 31-0657
矢尾板　充 やおいた　みつる 本町 22-3394
飯島トシ子 いいじま　としこ 大塚町 27-2306

大平地域

御供　正道 みとも まさみち 大平町榎本 43-5345
石原謙太郎 いしはら けんたろう 大平町榎本 43-6446
三上　亮順 みかみ りょうじゅん 大平町西野田 43-4597
大橋登美子 おおはし　とみこ 大平町上高島 43-3820
菊地　由起 きくち　ゆき 大平町下皆川 43-3109

藤岡地域

山士家光幸 やましげ みつゆき 藤岡町大前 62-3159
山本　郁子 やまもと いくこ 藤岡町藤岡 62-4940
川島　郁子 かわしま いくこ 藤岡町甲 62-5438
小林　純子 こばやし じゅんこ 藤岡町都賀 62-4781
大橋　光男 おおはし みつお 藤岡町藤岡 62-4700
神原　良明 かんばら　よしあき 藤岡町部屋 67-2796

都賀地域
田中　光重 たなか　みつしげ 都賀町大柿 92-7192
渡邉　洋子 わたなべ　 ひろこ 都賀町家中 27-2037
池田　育子 いけだ　いくこ 都賀町升塚 28-0296

西方地域
鮎田　博 あゆた ひろし 西方町金崎 92-2233
三澤　義久 みさわ よしひさ 西方町元 92-2612
吉井　康惠 よしい やすえ 西方町本郷 92-2807

☆栃木市の人権擁護委員をご紹介します
　人権擁護委員は、法務大臣から委嘱され、人権相談を受け問題解決のお手
伝いをしたり、法務局の職員と協力して人権侵害による被害者の救済をした
り、人権について関心を持ってもらえるような啓発活動を行っています。
　市では 26 人の委員が、定期または特設相談の他、自宅や電話での相談に
も応じています。
　また年間を通じて、法務局の常設人権相談所、法務局に設置された専用相
談電話『子どもの人権 110 番』（ 0120‐007‐110）や『女性の人権ホッ
トライン』（☎ 0570‐070‐810）でも相談を受け付けています。
　困ったことがあったら、まずは人権擁護委員にお気軽に相談ください。
◆名簿
※委員の住所にかかわらず、市内ならどなたでも相談できます。

日時 場所

６
月

3 日（月）

10:00 ～ 12:00 厚生センター（旭町／栃木第四地区ｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ）
10:00 ～ 12:00 大平隣保館（大平町新）
  9:30 ～ 11:30 都賀・老人憩いの家（都賀町原宿）
13:00 ～ 15:00 西方・保健センター（西方町本城）

4 日（火）10:00 ～ 12:00 藤岡公民館（藤岡町藤岡）

☆ 6月１日は「人権擁護委員の日」です

　全国人権擁護委員連合会は、人権擁護委員法施行がされた６月１日を「人
権擁護委員の日」と定め、全国的な啓発活動を展開しています。
　その一環として、市では各地域に相談所を設け、人権に関する様々な相談
に人権擁護委員が対応します。予約は不要です。お気軽に相談ください。

人権・男女共同参画課 ☎ 24‐0351

気
に
な
る
年
金
記
録

も
う
一
度
確
認
を

　

年
金
記
録
問
題
の
解
決
に
向

け
て
、
こ
れ
ま
で
「
ね
ん
き
ん

定
期
便
」
な
ど
を
お
送
り
し
、

確
認
を
お
願
い
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ
全
国

で
約
２
，
２
０
０
万
件
の
持
ち

主
が
確
認
で
き
て
い
な
い
記
録

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
身
の
年
金
記
録
に
「
も

れ
」
や
「
誤
り
」
が
あ
る
の
で

は
と
ご
心
配
の
あ
る
方
は
、
ね

ん
き
ん
定
期
便
・
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
で
年
金

記
録
の
送
付
を
申
し
込
み
い
た

だ
き
、確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
先　

ね
ん
き
ん
定
期

便
・
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐

５
５
５
（
月
～
金
曜
日
９
時
～

20
時
、第
２
土
曜
日
９
時
～
17
時
）

火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙

発
す
る
場
合
は
届
出
を

市
民
税
税
額
決
定
通
知
書

納
税
通
知
書
発
送
し
ま
す

　

平
成
25
年
度
の
市
県
民
税
税

額
決
定
通
知
書
・
納
税
通
知
書

を
６
月
14
日
（
金
）
に
発
送
し

ま
す
。内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

市
民
税
課 

☎
21
‐
２
１
２
４

 

税
務
課 　

☎
43
‐
９
２
０
８

 
税
務
課 　

☎
62
‐
０
９
０
２

 
税
務
課 　

☎
29
‐
１
１
０
１

 

地
域
ま
ち
づ
く
り
課 

　
　
　
　
　

  
☎
92
‐
０
３
０
４

児
童
手
当
の
現
況
届

忘
れ
ず
に
！

　

児
童
手
当
は
、毎
年
６
月
に
、

児
童
の
養
育
状
況
等
を
確
認
す

る
た
め
に
『
現
況
届
』
を
提
出

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
『
現
況
届
』
は
６
月
中
旬
頃

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
必
要
事

項
を
記
入
し
必
要
書
類
を
添
え

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
期
限　

６
月
28
日（
金
）

※
提
出
期
限
に
間
に
合
う
よ
う

に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
場
所　

 

こ
ど
も
課
・

各
総
合
支
所 

健
康
福
祉
課

▽
栃
木
地
域 

 

こ
ど
も
課

（
福
祉
庁
舎
）☎

21
‐
２
５
１
２

▽
大
平
地
域 

 

健
康
福
祉
課

（
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
）

☎
45
‐
１
７
８
８

▽
藤
岡
地
域 

 

健
康
福
祉
課  

☎
62
‐
０
９
０
４

▽
都
賀
地
域 

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐
１
１
０
３

▽
西
方
地
域 

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐
０
３
１
２

　

栃
木
市
火
災
予
防
条
例
第
45

災害支援車を更新
市消防署

　

市
で
は
、
市
民
の
安
全
、
安

心
の
確
保
に
向
け
平
成
24
年
度

車
両
更
新
計
画
に
基
づ
き
、
市

消
防
署
に
災
害
支
援
車
を
配
備

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
車
両
の
老
朽
化

に
伴
う
更
新
で
、
新
た
に
配
備

さ
れ
た
災
害
支
援
車
は
、
大
規

模
災
害
、
水
難
事
故
、
化
学
物

農
業
者
年
金
受
給
者
の

皆
さ
ま
へ

　

現
況
届
は
、
年
金
を
受
給
す

る
た
め
に
毎
年
必
要
な
手
続
き

で
す
。

○
提
出
期
限　

６
月
28
日（
金
）

○
提
出
場
所　

農
業
委
員
会
事

務
局
、
各
総
合
支
所
産
業
振
興

課
・
産
業
建
設
課
お
よ
び
各
支

所
・
出
張
所

※
注
意

・
現
況
届
を
提
出
し
な
い
と
、

年
金
の
支
払
い
が
一
時
差
し
止

め
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

・
現
況
届
の
用
紙
を
紛
失
又
は

汚
損
さ
れ
た
場
合
は
問
合
先
へ

・
年
金
受
給
者
が
亡
く
な
ら
れ

た
場
合
は
、
お
近
く
の
農
協
支

店
で
死
亡
届
の
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

不
明
な
点
は
左
記
へ

農
業
委
員
会
事
務
局
☎
21
‐

２
５
２
７

条
に
よ
り
、
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ

し
い
煙
又
は
火
炎
を
発
す
る
恐

れ
の
あ
る
行
為
を
し
よ
う
と
す

る
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
消
防

長
に
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

こ
れ
は
、
消
防
が
通
報
を
受

け
た
時
に
火
災
で
あ
る
か
を
判

断
す
る
上
で
必
要
な
規
定
で
す
。

　

ま
た
、
た
き
火
が
原
因
の
火

災
も
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

や
む
を
得
ず
小
規
模
以
外
の
た

き
火
を
す
る
場
合
は
あ
ら
か
じ

め
消
防
署
に
届
け
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
実

施
す
る
際
は
、

消
火
器
具
を

手
元
に
置
き
、

建
物
の
そ
ば

や
強
い
風
の

日
は
絶
対
に

行
わ
ず
、
火

が
完
全
に
消

え
る
ま
で
絶

対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

市
消
防
本
部
予
防
課
又
は
市
消

防
署
☎
22
‐
０
１
１
９
（
代
）

東
日
本
大
震
災
お
見
舞
い

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
、
心
温
ま
る
義
援
金
が
寄
せ

ら
れ
、
３
月
31
日
現
在
、
総
額

は
８
５
，
７
５
７
，
２
４
９
円

に
な
り
ま
し
た
。
日
本
赤
十
字

社
を
通
じ
て
被
災
地
に
送
り
ま

す
。

　

募
金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
は
、次
の
通
り
で
す
。

名
前
の
分
か
る
方
の
み
記
載
し

保
育
園
へ
お
も
ち
ゃ
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社
栃

木
工
場
様
か
ら
、
市
内
公
立
保

育
園
へ
お
も
ち
ゃ
や
オ
ル
ガ
ン

な
ど
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

  

保
育
課    

☎
21
‐
２
５
１
９

　消すまでは
　　　　心の警報
　　　　　　　ONのまま
平成 25 年度　全国統一防火標語

質
な
ど
の
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
、
緊
急

消
防
援
助
隊
応
援
出
動
な
ど
、

多
目
的
に
災
害
活
動
を
側
面
か

ら
支
援
す
る
車
両
で
、
人
的
・

物
的
両
面
か
ら
の
支
援
が
可
能

と
な
り
、
災
害
現
場
で
の
活
動

拠
点
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

空
気
呼
吸
器
・
エ
ア
ー
テ
ン

ト
（
応
急
救
護
所
）・
水
難
救

助
器
具
及
び
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
時

で
の
除
染
シ
ャ
ワ
ー
シ
ス
テ
ム

を
使
用
し
た
二
次
災
害
汚
染
拡

大
を
防
止
で
き
る
資
器
材
な
ど

を
積
載
し
た
車
両
で
す
。

市
消
防
本
部
警
防
課

☎
22
‐
０
１
１
９（
ガ
イ
ダ
ン
ス
４
）

　

飯
塚
万
里
様
（
群
馬
県
太
田

妊
婦
に
や
さ
し
い

　
　
　

環
境
づ
く
り
を

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
は
、

周
り
の
人
に
お
腹
に
赤
ち
ゃ

ん
が
い
る
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
も
の
で
す
。

マ
ー
ク
を
付
け
て
い
る
方
を

見
か
け
た
ら
、
温
か
い
思
い

や
り
、
気
遣
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

美
術
品
の
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
、
写
真
㊨
）
か
ら
本
市
ゆ
か
り

の
竹
工
芸
家
で
あ
り
ま
す
二
代

飯
塚
鳳ほ
う
さ
い斎
、
飯
塚
小し
ょ
う
か
ん
さ
い

玕
斎
の
花

籠
４
点
の
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
石
川
常
四
郎

様
（
片
柳
町
、
写
真
㊧
）

か
ら
、
３
０
０
点
を
超

え
る
浮
世
絵
作
品
の
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
美
術
品
は
、
市

の
施
設
等
で
の
展
示
や

ま
ち
づ
く
り
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

文
化
課
（
市
民
会
館

内
）
☎
20
‐
１
０
８
９

ま
す
。　
　
　（

順
不
同
、
敬
称
略
）

　

石
川　

猛
／
五
家
英
子
と
み

ん
な
で
楽
し
く
踊
ろ
う
会
（
よ

さ
こ
い
や
し
ま
）
／
栃
木
中
央

小
学
校　

な
か
よ
し
委
員
会
／

栃
木
第
二
地
区
遺
族
会

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
５
０
３
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昭
和
58
（
１
９
８
３
）
年
６
月
22
日
付
「
下
野
栃
木
民
芸
館
が
栃
木
市
郷
土
参
考
館
と
し
て
再
開
」　　
　
　
　

下
野
新
聞
か
ら

を代表する遺跡の出土品が待ち構える。梓焼、
錦着山焼きなど今は無い窯の製品もあって陶
芸ファンの興味も引く。
　入場無料。江戸、明治、大正と市の歴史に
思いをはせるのも楽しい。

6 月１日～７日　水道週間
  ～復興の

未来と生命（いのち）
　　　　　　　照らす水～ 

　

６
月
１
日
か
ら
７
日
は
、
水

道
に
つ
い
て
理
解
と
関
心
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
の
水
道
週
間

で
す
。

　

水
道
は
、
快
適
な
く
ら
し
と

社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
〝
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
（
生
命
線
）〟
と
し

て
、
と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

◇
水
道
水
の
安
全
性
に
つ
い
て

　

蛇
口
か
ら
出
る
水
道
水
は
、

消
毒
効
果
を
毎
日
確
認
す
る
な

ど
衛
生
的
に
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
定
期
的
に
法
令
に

基
づ
く
水
質
基
準
検
査
や
放
射

性
物
質
の
検
査
を
行
い
、
安
全

性
を
確
認
し
て
い
ま
す
。
給
水

地
域
の
方
は
、
安
全
性
の
確
認

さ
れ
た
水
道
水
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

◇
水
道
工
事
の
依
頼
に
つ
い
て

　

各
家
庭
の
給
水
装
置
は
、
使

用
者
の
管
理
責
任
と
な
り
ま

す
。
工
事
等
を
行
う
場
合
は
、

後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
を
考
慮

し
指
定
工
事
事
業
者
を
選
び
、

工
事
費
用
・
工
法
等
を
確
認
し

て
契
約
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
漏
水
事
故
に
つ
い
て
の
お
願
い

　

道
路
に
埋
設
さ
れ
て
い
る
水

道
管
か
ら
水
道
水
が
漏
れ
て
い

る
個
所
を
見
か
け
た
ら
、
左
記

へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
各
種
申
請
、
料
金
の
支
払
い

等
は
各
地
域
の
担
当
へ

▽
栃
木
地
区　

水
道
業
務
課

（
水
道
庁
舎
内
）

　
　
　
　
　

☎
25
‐
２
１
０
０

▽
大
平
・
藤
岡
地
域　

南
部
水

道
事
務
所（
大
平
総
合
支
所
内
）

　
　
　
　
　

☎
43
‐
９
２
２
１

▽
都
賀
・
西
方
地
域　

北
部
水

道
事
務
所（
西
方
総
合
支
所
内
）

　
　
　
　
　

☎
92
‐
０
３
１
７

外
国
人
も
住
基
ネ
ッ
ト

７
月
８
日
か
ら
運
用
へ

　

住
基
ネ
ッ
ト
の
運
用
開
始
に

伴
い
、
外
国
人
住
民
の
方
の
住

民
票
に
住
民
票
コ
ー
ド
が
記
載

さ
れ
、
７
月
８
日
以
降
、
そ
の

住
民
票
コ
ー
ド
が
本
人
に
通
知

さ
れ
ま
す
。

　

住
民
票
コ
ー
ド
は
、
住
基

ネ
ッ
ト
に
お
い
て
全
国
共
通
の

本
人
確
認
を
行
う
に
あ
た
っ
て

必
要
不
可
欠
な
、
無
作
為
の
11

桁
の
番
号
で
す
。

　

ま
た
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
（
住
基
カ
ー
ド
）
の
交
付
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

「住民基本台帳ネットワークシステムのホームページ」
http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/jichi_gyousei/c-gyousei/daityo/

「住民基本台帳カード総合情報サイト」http://juki-card.com/

　蔵の街栃木を象徴
する蔵が並ぶ中心街
の大通りから巴波川
に向かう路地を少し
入ったところにある。
　最初のオープンは昭和 53（1978）年。「や
すらぎの栃木路」観光キャンペーンの一環と
して江戸時代の豪商の蔵屋敷を「下野民芸館」
として公開した。市全体で蔵を観光資産とし
て生かした街づくりに本格的に取り組む前
で、４年ほどでいったん休館となる。貴重な
財産だけに市教委が一帯の観光を見据え、郷
土参考館と名称を変えて再び開館する。
　門を入るとポンプ式の井戸、内部には商家
の帳場が再現され、座敷奥の蔵に入ると巴波
川の舟運のジオラマが目を引く。時代を感じ
させる民具が並ぶ。商家の番頭さんになった
ような気分で階段を上がると星野遺跡など市

　
「
温
故
知
新
市
」

は
、
か
つ
て
の
市
内

の
様
子
を
当
時
の
新

聞
記
事
か
ら
紹
介
し

ま
す
。

　

防
災
訓
練
の
会
場
で
は
、
各
種
訓
練
の
見
学
の
ほ
か
、
新
型

災
害
支
援
車
の
展
示
や
起
震
車
に
よ
る
地
震
体
験
、
パ
ネ
ル
展

示
な
ど
の
防
災
コ
ー
ナ
ー
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

多
数
の
皆
さ
ん
の
参
加
や
見
学
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 

危
機
管
理
課 

☎
21
‐
２
７
０
３

◆ 

６
月
８
日
（
土
）
８
時
30
分
～
11
時
30
分

（
雨
天
中
止
）

◆ 

会
場　

道
の
駅
み
か
も

に
な
り
ま
す
。
住
基

カ
ー
ド
は
、
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
優
れ
た
IC

カ
ー
ド
で
、「
写
真

付
き
住
基
カ
ー
ド
」

は
公
的
な
証
明
書
と

し
て
も
使
え
ま
す
。

◆
住
基
ネ
ッ
ト
、
住

基
カ
ー
ド
に
関
す
る

詳
し
い
内
容
は
下
記

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

 

市
民
生
活
課 

　
　

☎
21
‐
２
１
４
６

防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ

証
明
書
交
付
サ
ー
ビ
ス

コ
ン
ビ
ニ
で
開
始

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

住
民
票
の
写
し
・
印
鑑
登
録
証

明
書
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
ま
す
。
利
用
に
は
「
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住
基
カ
ー

ド
）」と「
事
前
の
利
用
者
登
録
」

が
必
要
で
す
。

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
利
用
者
登
録

の
受
付
窓
口
・
受
付
時
間
】

 

市
民
生
活
課
（
平
日
の
月

曜
日
～
金
曜
日
８
時
30
分
～
19

時
）

・

 

生
活
環
境
課
（
平

日
の
月
曜
日
～
木
曜
日
８
時
30

分
～
17
時
15
分
、
金
曜
日
８
時

30
分
～
19
時
）

 

生
活
環
境
課
（
平
日
の
月

曜
日
～
金
曜
日
８
時
30
分
～
17

時
15
分
、
第
２
・
４
金
曜
日
８

時
30
分
～
19
時
）

 

生
活
環

境
課
（
平
日
の
月
曜
日
～
金
曜

日
８
時
30
分
～
17
時
15
分
）

【
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
利
用
で
き

る
方
】

栃
木
市
に
住
民
票
の
あ
る
本
人

（
15
歳
未
満
の
方
、
成
年
被
後

見
人
を
除
く
）
※
代
理
人
に
よ

る
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
利
用
者
登
録
に
必
要
な
も
の
】

①
住
基
カ
ー
ド
（
お
持
ち
で
な

い
方
は
、
別
途
住
基
カ
ー
ド
の

手
続
き
が
必
要
で
す
）
②
住
基

カ
ー
ド
の
暗
証
番
号
③
顔
写
真

付
き
の
公
的
な
身
分
証
明
書

（
顔
写
真
付
き
住
基
カ
ー
ド
を

お
持
ち
の
方
は
不
要
で
す
）
④

印
鑑
登
録
証
（
登
録
を
行
っ
て

い
る
方
）

※
利
用
者
登
録
の
際
、
住
基

カ
ー
ド
と
印
鑑
登
録
証
を
一
本

化
し
、
印
鑑
登
録
証
を
回
収
し

ま
す
。
一
本
化
後
は
、
窓
口
で

も
住
基
カ
ー
ド
で
印
鑑
登
録
証

明
書
を
取
得
で
き
ま
す
。
印
鑑

登
録
を
し
て
い
な
い
方
が
印
鑑

登
録
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

に
は
、
印
鑑
登
録
（
手
数
料

２
０
０
円
）
が
必
要
で
す
。

【
利
用
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
・
証

明
書
の
交
付
時
間
】

全
国
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
（
今
後
利
用
で
き
る

コ
ン
ビ
ニ
が
増
え
る
予
定
で

す
）
６
時
30
分
～
23
時
（
12
月

29
日
～
１
月
３
日
の
年
末
年

始
、
機
器
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時

を
除
く
）

【
発
行
で
き
る
証
明
書
・
手
数

料
】

「
住
民
票
の
写
し
」「
印
鑑
登

録
証
明
書
」　

手
数
料
１
８
０

円
（
庁
舎
窓
口
・
市
が
設
置
す

る
自
動
交
付
機
は
２
０
０
円
で

す
）

※
「
住
民
票
の
除
票
」
や
「
住

民
票
コ
ー
ド
入
り
の
住
民
票
」

な
ど
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

 

市
民
生
活
課

　
　

  

☎
21
‐
２
１
４
７・２
１
４
８
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平成 25 年度市民活動推進事業

助成団体が決まる
　３月 24 日に公開プレゼンテーション（企画発表）が行われ、補助を受
ける 31 団体・総額 571 万円が決定しました。
≪補助を受ける 31 団体の活動内容等は左記一覧の通りです。≫
　市民の皆さんの活動を、「市民協働まちづくりファンド」で応援してい
ます。
　市民協働まちづくり
ファンドとは、市民や
企業からの寄付金と市
費をファンド（基金）
として積み立て、その
ファンドの一部を財源
として、市民団体が行
う公益的な事業（市民
活動）に対して助成を
する制度です。

平成 25 年度　とちぎ夢ファーレ決定団体一覧

とちぎ夢ファーレ
☆スタートアップ補助 

（新規事業若しくは新規事業を起こすための準備又は新規の地域コミュニティ活動への支援）
№ 団　体　名 活動タイトル
1 「とちぎ市民第九の会」実行委員会 新生栃木市誕生を「第九」で祝おう！
2 大沢田自治会 郷土祭りの伝承で地域の思いをつなぐ
3 茶話サロン “ なでしこ ” またあおう会
4 上新田ふれあい会 楽しくソバ枕づくり

合　 計 ４団体

☆ステップアップ補助 
（既存団体の新規事業又は既存事業の充実もしくは拡大への支援）
№ 団　体　名 活動タイトル

5 蔵の街クロマチックハーモニカクラブ ５周年記念　蔵の街クロマチックハーモニカクラ
ブチャリティコンサート

6 栃木どろんこバレー大会実行委員会 遊休農地を活用して、どろんこの中でバレー大会
7 蔵の街うたごえ実行委員会 うたごえで元気アップ
8 ＮＰＯ法人 CO ２削減で地球を救う会 竹祭り　竹馬を作って乗ってみよう

9 栃木市女性史研究会「あいの会」 激動の昭和を生きた栃木の女性たちの歩みを聞き
取る

10 ＴＯＳＳ下野教育サークル 親子で学ぶ夏休み子ども教室

11 皆川地区街づくり協議会歴史文化部会 県名発祥の地、栃木市の歴史を学び市全体の活性
化に結び付けたい

12 自立援助ホーム　マルコの家 児童虐待防止講演会
13 楽しい会 避難所を体験してみませんか
14 めんず来楽部 そば打ち教室と地域の食育
15 子育て支援クラブ　あくあとちぎ 発達障がい児とその家族同士の交流活動
16 鈴木賢二研究会 鈴木賢二研究会　講演会とワークショップ

17 街なかプロジェクト 栃木空き家再生プロジェクト～空き家再生から地
域に必要な “ 場づくり ” へ～

18 栃木語り部の会 栃木の伝統的建造物で語る
19 とちぎアマチュアビデオライブラリー 栃木市の“今 ” を映像記録する（ＤＶＤ制作）

20 ＡＲＴ　ＳＴＡＧＥ　どんぐりら 第三回　太平山麗あーと展 in 蔵の街 
（蔵の街かど映画祭との協賛で同時開催）

21 トッコ演劇工房 トッコ演劇工房のお化け屋敷
合　計 17 団体

☆ジャンプアップ補助 
（市内の広域的な地域の活性化につながる複数回実施する事業又は複合的に行う事業への支援）
№ 団　体　名 活動タイトル

22 邦楽教育を支援する箏の音会 学校教育で必要な邦楽知識を観て体験できる支援
活動

23 日立栃木理科クラブ モノづくり教室
24 おもちゃ de 元気会 みんなが生き生き元気なまちづくり

合　計 ３団体

☆まちづくりパワーアップ補助 
（市全体の活性化につながる事業又は合併前の市町間を超え相互に交流及び連携を図る事業への支援）
№ 団　体　名 活動タイトル

25「吾一からくり時計」設置実行委員会 栃木駅前広場に山本有三ゆかりの「吾一からくり
時計」の設置を！

26 栃木で「千羽鶴」を観る会 演劇「千羽鶴」栃木公演と平和・原爆を考える集い
27 とちぎの雛まつり実行委員会 ひなまつりＰＲ委員会
28 とちぎ市民映画製作実行委員会 とちぎ市民映画製作『しもつかれガール（仮）』

29 特定非営利活動法人ふるさと 河川の環境の保全・向上を図る整備事業 
（河川における蛍の生育を通して）

30 藤岡町まちづくり委員会 「ニューツーリズム in 渡良瀬遊水地」地域活性化事業

31 ＡＲＴ　ＳＴＡＧＥ　どんぐりら こどもから大人までの市民で創るミュージカル 
『不思議の国のアリス』

合　計 ７団体

総合計 31 団体
※詳細は市ホームページをご覧ください。

ファンド（基金）

　市民協働まちづくりファンドに市民・企業の皆さんから多くの善意をい
ただきました。（４月 15 日現在）
・栃木アンカー工業株式会社様（２回）
・株式会社丸和住宅様（２回）
・オクトーバーフェスト in 蔵の街 2012 実行委員会様
・栃木市ダンス愛好者の集い様
・中村和男様
※寄付の総額は、1,390,860 円です。ご協力ありがとうございました。

 地域まちづくり課 ☎ 21 ‐ 2249

　

野
球
を
し
て
い
る
中
１
の

息
子
は
、
毎
晩
ど
ん
ぶ
り
３

杯
の
ご
飯
を
食
べ
ま
す
。
頼

も
し
い
こ
と
で
す
が
、
作
る

方
は
大
変
で
す
。
お
か
ず
も

ご
飯
の
量
に
比
例
し
て
作
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
で
も
親
は
頑
張
る
日
々
で

す
。

　

な
ぜ
今

そ
ん
な
に

食
べ
る
の

か
＝
そ
の

時
期
に
食

べ
な
い
と
、

後
で
５
倍
食
べ
て
も
体
は
成

長
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

　

体
の
成
長
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
精
神
が
柔
軟
で
吸

収
す
る
力
の
あ
る
う
ち
に
身

に
付
け
さ
せ
た
い
事
を
、
ど

ん
ど
ん
与
え
ら
れ
る
の
は
、

一
番
身
近
に
い
る
親
・
家
族

な
の
で
す
。

　

ま
さ
に
＝
鉄
は
熱
い
う
ち

に
打
て
＝
。
生
ま
れ
た
ば
か

り
の
赤
ち
ゃ
ん
ほ
ど
熱
い
鉄

は
あ
り
ま
せ
ん
。
就
学
前
の

熱
い
鉄
の
時
期
に
、
人
間
と

し
て
の
土
台
を
作
っ
て
い
く

の
は
家
庭
で
あ
り
、
そ
の
最

も
大
切
な
先
生
は
親
・
家
族

な
の
で
す
。

 

生
涯
学
習
課 

☎
21
‐
２
７
３
１

▲公開プレゼンテーション

本
年
度
福
祉
タ
ク
シ
ー

　
　

利
用
助
成
券
を
交
付

　

重
度
の
障
が
い
者
及
び
通
院

を
要
す
る
高
齢
者
に
、
福
祉
タ

ク
シ
ー
利
用
券
を
交
付
し
ま

す
。

◆
対
象
者　

◎
市
内
在
住
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る

方
（
施
設
へ
入
所
し
て
い
る
方

は
対
象
外
）
①
身
体
障
害
者
手

帳
（
１
・
２
級
）、療
育
手
帳
（
Ａ

１
・
Ａ
２
）
又
は
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳
（
１
級
）
の
い

ず
れ
か
を
お
持
ち
の
方
②
80
歳

以
上
の
方
で
、
月
１
回
以
上
通

院
し
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
必

要
と
す
る
方
③
65
歳
以
上
80
歳

未
満
の
方
で
、
月
４
回
以
上
通

院
し
、
タ
ク
シ
ー
の
利
用
を
必

要
と
す
る
方

◆
利
用
券　

○
１
枚
あ
た
り

５
０
０
円
助
成
で
、支
払
が
１
，

０
０
０
円
を
超
え
る
場
合
は
２

枚
ま
で
使
用
で
き
ま
す
○
年
12

枚
交
付
、
た
だ
し
、
人
工
透
析

を
受
け
て
い
る
方
は
、
年
24
枚

※
前
記
の
枚
数
は
９
月
30
日

（
月
）
ま
で
の
申
請
の
場
合
で

す
。
10
月
１
日
以
降
に
申
請
し

た
場
合
は
交
付
枚
数
が
半
数
に

な
り
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の　

○
重

度
障
が
い
者
の
方
①
手
帳
②
印

か
ん
○
高
齢
者
の
方
①
通
院
を

証
明
す
る
書
類
（
前
月
分
の
領

収
書
等
を
80
歳
以
上
の
方
は
１

枚
・
65
歳
以
上
80
歳
未
満
の
方

は
４
枚
必
要
）
②
年
齢
の
わ
か

る
書
類
（
保
険
証
等
）
③
印
か

ん
・
代
理
申
請
の
場
合
（
代
理

者
の
印
か
ん
も
必
要
）

◆
申
請
受
付　

本
庁
社
会
福
祉

課
及
び
各
総
合
支
所
健
康
福
祉

課
で
受
付
。

 

社
会
福
祉
課 

☎
21
‐２
４
２
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐１
１
０
３

 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
０
９

出
生
・
婚
姻
し
た
市
民
に

記
念
品
（
写
真
立
て
）
を
贈
呈

　

４
月
１
日
以
降
に
出
生
届
又

は
婚
姻
届
を
提
出
さ
れ
た
市
民

に
、
記
念
品
（
写
真
立
て
）
を

お
贈
り
し
て
い
ま
す
。
末
永
い

幸
せ
を
願
い
、
市
へ
の
愛
着
を

深
め
、
住
み
続
け
た
い
と
思
っ

て
い
た
だ
く
一
助
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
婚
姻
届
に
つ
い

て
は
、
新
生
活
に
役
立
つ
小
冊

子
「
く
ら
し
の
豆
知
識
」
を
併

せ
て
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

 

市
民
生
活
課 

☎
21
‐２
１
４
７

 

生
活
環
境
課 

☎
43
‐９
２
０
９

 

生
活
環
境
課 

☎
62
‐０
９
０
３

 

生
活
環
境
課 

☎
29
‐１
１
０
２

 

生
活
環
境
課 

☎
92
‐０
３
０
６
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ごみと資源の分け方と出し方
 環境課        ☎ 21 ‐ 2604
 生活環境課 ☎ 43 ‐ 9211
 生活環境課 ☎ 62 ‐ 0903

 生活環境課 ☎ 29 ‐ 1102
 生活環境課 ☎ 92 ‐ 0308

　一般家庭のごみは、もやすごみ、資源物、もやさないごみ、有害ごみ、粗大ごみに分けて収集しています。
　出すときは、「ごみと資源の分け方・出し方」および「ごみと資源の収集日カレンダー」を確認してから、正しく分別して出してください。
　事業系のごみは、収集運搬許可業者に依頼するか、直接清掃工場（とちぎクリーンプラザ）に運ぶなど事業所で処理してください。
　ごみステーションに出せるごみの量は、１世帯１回あたり、４５リットルの袋に換算して３袋までです。

多量のごみは、ごみステーションに出せません。直接清掃工場（とちぎクリーンプラザ）に運ぶか、
収集運搬許可業者に依頼して処分してください。（有料）

清掃工場（とちぎクリーンプラザ）に自分でごみを運ぶ場合
施設名　　　とちぎクリーンプラザ
住所　　　　栃木市梓町４５６番地 32  ☎ 31 ‐ 2446
受付時間　　月～土（日・祝日は休みです）８：30 ～16：30
料金  　　　 10㎏あたり 250 円（10㎏未満でも 250 円）

案内図

　※収集運搬許可業者に依頼する場合
　地域の担当課まで問い合わせてください。

ごみを減らすために
　　　　　　　生ごみを堆肥にすることで、家庭から出るごみの量を減らすことができます。

　　このため、コンポストや生ごみ処理機などに支援を行っています。

　　　　　　　　　　詳しくは、3 ページの「家庭用生ごみ処理機設置費を補助します」をご覧ください。

分類 出し方
もやすごみ 生ごみ、ビニール、発

泡スチロール、やわら
かいプラスチック、衣
類、紙おむつ、木枝な
ど

指定袋を利用して出してください。
袋に自治会名（または町名）・氏名を記入して出してください。
・生ごみ　十分水切りをしてから出してください。
・紙おむつ　中の汚物は取り除いてください。
・木枝　太さ 10cm 以下、長さを 60cm 以下に切って出してください。

資源物

紙類

・新聞　新聞紙とチラシを一緒に束ね、上面に「栃木市所有」と書いてください。
・雑誌、その他の紙…金貼り、銀貼り、ビニール加工のものは除きます。もやすごみで出してください。
十文字にしばることができない紙類は、紙袋に入れ、袋を十文字にしばるか、袋の口をホチキスで閉じて出し
てください。
・ダンボール…中が波状になっている紙で、それ以外は「その他の紙」になります。
・紙パック…内側が白いものに限ります。それ以外はもやすごみで出してください。
洗剤の箱などにおいのついている紙はもやすごみで出してください。

空カン・空ビン

指定袋を利用して出してください。
袋に自治会名（または町名）・氏名を記入して出してください。
・空カン…中身を取り除いて軽く洗ってから出してください。お菓子の空き缶も出せます。
・空ビン…キャップをはずして中を軽く洗ってから出してください。
キャップはもやさないごみとして出してください。

ペットボトル
食品用トレイ

（発泡スチロール製の皿）

指定袋を利用して出してください。
袋に自治会名（または町名）・氏名を記入して出してください。
・ペットボトル…キャップをはずして中を軽く洗ってから出してください。
キャップはもやさないごみとして出してください。
・食品用トレイ…色物・柄物も出せます。納豆、カップ麺の容器はもやすごみとして出してください。

もやさないごみ
かたいプラスチック
陶磁器・小型家電など

中身が見える袋で出してください。
袋に自治会名（または町名）・氏名を記入して出してください。
割れたガラスや刃物類は、紙などに包んで「ガラス危険」等と表示してください。
最大寸法が 60cm より大きなものは、「粗大ごみ」になります。

スプレー缶
カセットガスボンベ

中身が見える袋で出してください。
袋に自治会名（または町名）・氏名を記入して出してください。
①穴を２か所以上開け、②マジックなどで穴のまわりを丸で囲み、③他のもやさないごみと混ぜずに、別の袋
で出してください。

有害ごみ
乾電池・体温計・
使い切ったライター

中身が見える袋で出してください。
袋に自治会名（または町名）・氏名を記入して出してください。
・充電式の電池も有害ごみとして出してください
・水銀の入っていない体温計は、もやさないごみとして出してください。

蛍光管 購入時の箱に入れるか、中身が見える袋に入れて自治会名（または町名）・氏名を記入して出してください。
１回に出せる量は、５本以内です。割れてしまった蛍光灯はもやさないごみとして出してください。

粗大ごみ 自転車・ストーブ・
電子レンジ等

・戸別有料収集です。
・随時、環境課及び各総合支所の生活環境課の窓口で受け付けしています。
・ごみステーションには出さないでください。清掃工場（とちぎクリーンプラザ）に直接運ぶこともできます。

収集できないもの
危険なもの
処理が困難なもの

ガスボンベ・消火器・バイク・コンクリート・廃油・灰・ペンキ・農薬・タイヤ・バッテリー・ピアノ・石・砂・農機具・かわら・建築
廃材など
買い替えるときに引き取ってもらうか、専門業者に相談ください。不明な場合は地域の担当課に相談ください。

事業系ごみ・多量なご
み

事業系ごみ：事業活動に伴って生じたごみ
多量なごみ：引っ越しや大掃除などで出るごみ
★清掃工場へ自分で運ぶ　→　とちぎクリーンプラザ　☎ 31-2446
★許可業者に収集を依頼する　→　不明な場合は地域の担当課へ問い合わせください。

家電４品目（テレビ、冷
蔵庫・冷凍庫、洗濯機・
衣類乾燥機、エアコン）

引取先：購入した家電小売店・買い替えをする家電小売店
上記２つに該当しない場合は、最寄りの家電小売店または地域の担当課に相談ください。

パソコン

★パソコンのメーカーに回収申し込みをしてください。
※ＰＣリサイクルマークがついていないパソコンは「回収再資源化料金」がかかります。
★メーカー不存在または自作パソコンは、下記に回収の申し込みをしてください。
一般社団法人パソコン３Ｒ推進協会　☎ 03 ‐ 5282 ‐ 7685
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相　　　談 日　時 場所／問合先

○弁護士相談（事前に要予約）

６/14（金）28（金）
10:00 ～ 12:00

本庁舎／ 本 市民生活課　
☎ 21‐2144

７/18（木）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館
☎ 43‐6611・0120‐46‐7830

６/17（月）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課
☎ 62 ‐ 0903

○総合相談（行政・人権・家庭児童・青少年） ６/14（金）28（金）
10:00 ～ 12:00 本庁舎／ 本 市民生活課　

☎ 21‐2144〇宅地建物相談（土地・建物の売買や賃貸借、
所有と管理に関する相談）

６/14（金）
10:00 ～ 12:00

○合同相談（行政・人権・心配・困りごと）

６/11（火）
9:30 ～ 11:30

ふるさとふれあい館／ 大  生活環境課　　
☎ 43‐9211

６/25（火）
9:30 ～ 11:30

老人憩いの家／ 都 生活環境課
☎ 29‐1102

○市民相談（日常生活の問題など） 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

本庁舎／ 本 市民生活課　　　　
☎ 21‐2144

○消費生活相談 月～金曜日
9:00 ～ 16:00

市民会館／消費生活センター
☎ 23‐8899

○年金相談 ６/11（火）
10:00 ～ 12:00

大平隣保館
☎ 43‐6611・0120‐46‐7830

○外国人相談 ６/15（土）
20:00 ～ 22:00

大平隣保館
☎ 43‐6611・0120‐46‐7830

○行政相談

６/11（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／ 藤 生活環境課　　　　　
☎ 62‐0903

６/18（火）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／ 西 生活環境課
☎ 92‐0308

○人権相談

月～金曜日
8:30 ～ 17:15

大平隣保館☎ 43‐6611・0120‐46‐7830
厚生センター☎ 24‐2444
市民会館 /人権・男女共同参画課☎ 24‐0351

６/ ４（火）
10:00 ～ 12:00

藤岡公民館／人権・男女共同参画課
☎ 24‐0351

６/18（火）
13:00 ～ 15:00

西方保健センター／人権・男女共同参画課
☎ 24‐0351

○いじめ相談電話（土 ･ 日 ･ 祝日 ･ 時間外は
留守番電話・FAX）

月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター　 
☎ 24‐0667　FAX23‐6566

○青少年相談（非行問題・不登校など）　 月～金曜日
9:00 ～ 17:00

市民会館／青少年育成センター
☎・FAX23‐6566

○家庭児童相談
　（0 ～ 17 歳の子どもとその家族）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／家庭児童相談室
☎ 21‐2514

○ドメスティック・バイオレンス相談
　（配偶者等からの暴力）

月～金曜日
９:00 ～ 16:00

福祉庁舎／ 本こども課
☎ 21‐2513

本＝本庁
大＝大平総合支所
藤＝藤岡総合支所

都＝都賀総合支所
西＝西方総合支所相談業務のご案内

ご相談はお気軽にどうぞ　相談は無料で、秘密は厳守します。
住所が市内の方であれば、どこの窓口でも相談できます。

と ち ぎ メ デ ィ カ ル セ ン タ ー に つ い て

　このコーナーでお知らせしてきました病院
の統合再編も、去る４月１日に新たな法人で
ある『一般財団法人とちぎメディカルセン
ター』が設立され、下都賀郡市医師会病院、
下都賀総合病院、とちの木病院の経
営は、この新法人に移行されました。
　新法人は、今後、施設整備等を進
め、平成 28 年４月には、新しい医
療体制での診療を目指しますが、当
面は病院名も従来のものを暫定的に
使用し、診療科や診察券、予約等の
手続きなどについては、従来のもの
を基本として運営されます。

【運営する主な施設の名称】
・とちぎメディカルセンター下都賀
　総合病院
・とちぎメディカルセンター下都賀郡市医師
　会病院

・とちぎメディカルセンターとちの木病院
・とちぎメディカルセンター介護老人保健施
　設とちの実
　市といたしましては、市民の皆さんが安心
して生活することができる医療体制の整備に
向けて、とちぎメディカルセンター構想を積
極的に支援してまいりますので、引き続きご
協力をお願いします。

　  地域医療対策室 ☎ 21 ‐ 2419

　

衣
類
の
汚
れ

は
な
る
べ
く
早

く
洗
濯
し
て
汚

れ
を
取
り
除
く

事
が
重
要
で

す
。
衣
替
え
な

ど
、長
期
保
管
す
る
際
に
は
、

必
ず
洗
濯
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
し
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
シ
ミ
や
ほ
つ

れ
、
ボ
タ
ン
の
ゆ
る
み
や
ポ

ケ
ッ
ト
の
中
な
ど
を
チ
ェ
ッ

ク
し
、
必
要
に
応
じ
て
修
理

し
ま
す
。
シ
ミ
に
は
印
を
付

け
て
お
く
と
、
そ
の
後
、
シ

ミ
抜
き
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

依
頼
す
る
と
き
に
役
立
ち
ま

す
。

　

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
の
ビ

ニ
ー
ル
カ
バ
ー
は
汚
さ
な
い

た
め
の
運
搬
用
で
、
保
管
用

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
持
ち

帰
っ
た
後
は
袋
か
ら
出
し

て
、
風
通
し
の
よ
い
日
陰
に

干
し
て
か
ら
着
用
し
ま
し
ょ

う
。
必
要
な
ら
ば
布
な
ど
の

保
管
用
カ
バ
ー
を
使
用
し
ま

し
ょ
う
。

★
ア
ド
バ
イ
ス

・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
預
り
証

　
衣
替
え
の
季
節
で
す
　

は
記
載
漏
れ
が
な
い
か
を
確

認
し
、
大
切
に
保
管
し
ま

し
ょ
う

・
品
物
を
受
け
取
っ
た
時
に

は
、
す
ぐ
チ
ェ
ッ
ク
し
ま

し
ょ
う
。

▽
問
合
先　

市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
市
民
会
館
／
日
ノ

出
町 

☎
23
‐
８
８
９
９
）

参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
期
日
前
投
票
立
会
人
募
集

　１人でも多くの皆さんに選挙に関心をもっていた
だくため、期日前投票立会人を募集します。
◆資　格　　市内に住所を有し、栃木市の選挙人名
　　　　　　簿に登録されている 20 歳以上の方
◆従事日　　７月５日（金）～ 20 日（土）
　　　　　　（参議院議員通常選挙投票日が７月 21
　　　　　　日（日）の場合）
◆時　間　　８時 30 分～ 20 時
◆場　所　　本庁舎及び各総合支所
◆報酬額　　１日につき 9,500 円
◆応募期限　６月 14 日（金）まで
◆応募方法　選挙管理委員会備え付けの応募用紙に
　　　　　　住所・氏名・生年月日・希望する従事
　　　　　　日及び場所・電話番号を明記のうえ選
　　　　　　挙管理委員会へ
　　　　　　※申し込み状況によっては、調整させ
　　　　　　ていただきます。
　　　　　　※なお、参議院の国会会期延長などに
　　　　　　より、投票日が変更になる場合があり
　　　　　　ます。
◆申込・問合先　選挙管理委員会事務局

☎ 21 ‐ 2631

一般財団法人とちぎメディカルセンター設立。
（写真右から）高岩市議会議長、鈴木市長、石井、早乙女、

村野の各代表理事

八
方
ヶ
原
ハ
イ
キ
ン
グ

◆
日
時　

６
月
９
日
（
日
）
８

時
勤
労
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

集
合
～
17
時
解
散
予
定

◆
場
所　

八
方
ヶ
原（
矢
板
市
）

◆
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者

◆
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

◆
内
容　

矢
板
の
八
方
牧
場
・

八
方
湖
周
辺
の
ハ
イ
キ
ン
グ
で

す
。初
心
者
の
方
で
も
大
丈
夫
。

休
憩
を
挟
ん
で
３
時
間
く
ら
い

の
ハ
イ
キ
ン
グ
で
す
。

◆
参
加
費　

３
千
円（
バ
ス
代
・

ガ
イ
ド
料
金
・
保
険
料
金
含
む
）

◆
申
込
・
問
合
先　

６
月
５
日

（
水
）
ま
で
勤
労
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
☎
27
‐
７
１
４
０

平
成
25
年
度
第
１
回

消
防
設
備
士
試
験

◆
試
験
日　

９
月
８
日
（
日
）

◆
会
場　

県
立
宇
都
宮
工
業
高

校
（
宇
都
宮
市
雀
宮
町
）

◆
受
験
資
格　

▽
甲
種
（
資
格

が
必
要
で
す
）
▽
乙
種
（
資
格

の
制
限
な
し
）

◆
受
験
料　

甲
種
５
千
円 　

乙
種
３
千
４
百
円

◆
申
し
込
み　

７
月
８
日（
月
）

～
19
日
（
金
）　

電
子
申
請
７

月
５
日
（
金
）
～
16
日
（
火
）

市
消
防
本
部
予
防
課

　
　

☎
22
‐
０
１
１
９
（
代
）

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

栃
木
県
支
部

　

☎
０
２
８
‐
６
２
４
‐
１
０
２
２

み
ん
な
で
防
ご
う
土
砂
災
害

　

６
月
１
日
か
ら
30
日
ま
で
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。

　

梅
雨
や
台
風
に
よ
る
大
雨
の
季
節
を
迎
え
、
土
砂
災
害
が

発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
気
象
情
報
に
注
意
し
、
避
難
場
所
の
確
認
な

ど
土
砂
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

 

危
機
管
理
課   

☎
21
‐
２
７
０
３

栃
木
土
木
事
務
所
☎
23
‐
３
４
３
７
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☆
市
営
住
宅

○
大
宮
市
営
住
宅
（
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
い
る
世
帯
の
申
込

住
戸
、
単
身
可
）

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅
（
20
歳
未
満

の
子
を
扶
養
す
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
申
込
住
戸
）

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

○
大
宮
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

防衛大学校等入学試験及び自衛官採用試験のお知らせ

入
居
者
募
集
情
報

○
城
内
南
第
２
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
平
柳
市
営
住
宅

　

３
Ｄ
Ｋ　
　

１
戸

○
川
原
田
市
営
住
宅

　

２
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸

☆
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
（
ス
カ

イ
ハ
イ
ツ
（
申
込
み
は
所
得
月

額
48
万
７
千
円
ま
で
の
方
）

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
平
柳　
　

３
Ｄ
Ｋ　
（
70
・
23
平
方
㍍
）　

３
戸　

家
賃
６
万
５
千
円
／
月

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
78
・
45
平
方
㍍
）

３
戸　

家
賃
６
万
９
千
円
／
月

○
ス
カ
イ
ハ
イ
ツ
川
原
田　

　専門の指導者のもと、１泊２日で、浴びるほどの自然体験活動を通して、自
然科学や環境について学びます。
◆日時　
　○７月編　７月 28 日（日）　～ 29 日（月）１泊２日
　○８月編　８月 23 日（金）　～ 24 日（土）１泊２日
◆対象　市内小学校４～６年生
◆定員　それぞれ 24 人（定員を超えた場合は抽選）
◆内容　７月編と８月編の活動内容は異
　なります。学校や公民館に置いてある
　募集チラシで活動内容を確認し、申込
　書に必要事項を記入の上、生涯学習課
　あるいは公民館に直接提出するか、生涯学
　習課あてに郵送してください。
　※場所及び参加費は、決定後（５月中旬）　
　小学校と公民館に配布する募集チラシに掲
　載します。　
◆申込・問合先　６月３日（月）～ 14 日（金）

 生涯学習課 ☎ 21‐2731（〒 328‐8686　入舟町７‐26）

　

市
で
は
、
奨
学
生
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
扶
養
者
が
本
市
に

６
か
月
以
上
居
住
し
、
学
校
教

育
法
で
規
定
す
る
高
等
学
校
、

専
修
学
校
、
短
大
ま
た
は
、
大

学
に
今
年
10
月
に
進
学
す
る
、

ま
た
は
在
学
中
の
方
で
、
経
済

的
に
修
学
困
難
な
方
に
奨
学
金

を
無
利
子
で
貸
与
し
ま
す
。

◆
募
集
期
間　

６
月
10
日（
月
）

～
７
月
26
日
（
金
）
ま
で

　栃木のとちぎ交流事業として、新市の一体感の醸成に向け、市内各地域の名所旧跡を巡るバスツアー
を実施します。栃木市の魅力を再発見・再確認しましょう。
◆日時　６月 27 日（木）８時 30 分～ 17 時
◆コース　八百比丘尼公園　⇒　大柿花山（足湯）　⇒　つがの里（昼食）　⇒　蔵の街散策　⇒　蔵の
　街遊覧船　⇒　大中寺　⇒　渡良瀬遊水地　
◆集合場所・時間　藤岡文化会館（８時 30 分）⇒　
　栃木警察跡地（９時 10 分）　⇒　都賀シルバー人材
　センター（９時 30 分）
◆解散場所　藤岡文化会館　⇒　栃木警察跡地　⇒　
　都賀シルバー人材センター
◆対象　市民
◆定員　40 人（応募多数の場合は抽選）
◆参加費　２千円（昼食代、乗船料等含む）
◆申込・問合先　６月 14 日（金）までに電話・FAX・
　メールのいずれかで

 地域まちづくり課 ☎ 21‐2249 ／ FAX21‐2616 ／
　　　　　　　　　　メール simin@city.tochigi.lg.jp

自然科学のサイエンススクール
７月編・８月編受講生募集

平
成
25
年
度
秋
期
栃
木
市

　
　
　
　
　 

奨
学
生
募
集

バスツアー

昨年度の水源林ウォークの様子　

　
『
あ
な
た
の
た
め
に
・
家
族

の
た
め
に
』
自
動
体
外
式
除
細

動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
を
含
め
た
救

急
法
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時　

６
月
29
日
（
土
）
９

時
～
12

時
30
分　

◆
場
所　

大
平
公

民
館
第

１
・
２

会
議
室

（
大
平
町
蔵
井
）

◆
対
象　

原
則
、
市
内
在
住
者

ま
た
は
勤
務
す
る
方
で
中
学
生

以
上

◆
定
員　

先
着
20
人
程
度

◆
参
加
費　

無
料

◆
内
容　

心
肺
蘇
生
法
（
胸
骨

圧
迫
・
人
工
呼
吸
）・
Ａ
Ｅ
Ｄ
・

異
物
除
去
・
止
血
法　

◆申込・問合先　  危機管理課 ☎ 21‐2703 ／自衛隊小山地域事務所 ☎ 0285‐25‐4763

◆
対
象　

市
内
在
住
の
高
等
学

校
、
専
修
学
校
高
等
課
程
・
専

門
課
程
、
短
大
、
大
学
生

◆
募
集　

若
干
名

◆
貸
与
額
（
月
額
）

○
高
校
、
専
修
学
校
高
等
課
程　

１
万
２
千
円

○
専
修
学
校
専
門
課
程
、短
大
、

大
学

・
自
宅
通
学　

２
万
５
千
円

・
自
宅
外
通
学　

３
万
円

◆
申
込
・
問
合
先　

 

教
育
総
務
課 

☎
21
‐
２
７
１
１

◆
申
込
・
問
合
先　

６
月
10
日

（
月
）
～
20
日
（
木
）　

８
時
30

分
～
20
時
、
直
接
市
消
防
署
救

急
係
（
☎
22
‐
０
１
１
９
／
音

声
案
内
の
後
５
を
押
す
）
ま
た

は
各
分
署
へ
※
電
話
で
の
申
し

込
み
は
不
可

３
Ｄ
Ｋ　
（
73
・
77
平
方
㍍
）　

11
戸　

家
賃
６
万
６
千
円
／
月

※
家
賃
の
他
に
駐
車
場
料
金

（
月
２
７
０
０
円
／
台
）
が
か

か
り
ま
す
。

☆
共
通
事
項

◆
申
込
期
間　

６
月
５
日（
水
）

～
11
日
（
火
）
8
時
30
分
～
17

時
※
土
・
日
曜
日
を
除
く

◆
入
居
日　

７
月
１
日
（
月
）

※
入
居
資
格
・
条
件
等
、
詳
細

は
左
記
へ
（
申
込
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

 

建
築
課
☎
21
‐
２
６
２
３

市内各地を巡って
「新しい栃木市」を発見

募　集　種　目 資　　格 受　付　期　間 試　験　期　日

防衛大学校学生

推薦

高卒（見込含）
21 歳未満の者

9 月  5 日～ 9 月   9 日
9 月 28 日・29 日

総合選抜 1 次：9 月 28 日

一般
前期 9 月  5 日～ 9 月 30 日 1 次：11 月 9 日・10 日

後期 1 月 22 日～  1 月 31 日 1 次：3 月 1 日

防衛医科大学校医学科学生 9 月  5 日～ 9 月 30 日 1 次：11 月 2 日・3 日

防衛医科大学校看護学科学生（自衛官） 9 月  5 日～ 9 月 30 日 1 次：10 月 19 日

航空学生 8 月  1 日～ 9 月   6 日 1 次：9 月 21 日

一般曹候補生
18 歳以上

27 歳未満の者

8 月  1 日～ 9 月   6 日 1 次：9 月 16 日・17 日

自衛官候補生
男子 年間を通じて受付 受付時にお知らせします。

女子 8 月  1 日～ 9 月   6 日 9 月 22 日～ 26 日（いずれか 1 日）

　

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
、
皆
さ
ん
の
声
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
男
女
共
同

参
画
審
議
会
委
員（
公
募
委
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

◆
定
員　

若
干
名
（
選
考
の
う

え
決
定
）

◆
任
期　

７
月
１
日
～
平
成
27

年
６
月
30
日
ま
で

◆
対
象　

市
内
在
住
で
男
女
共

同
参
画
に
関
心
の
あ
る
方

◆
資
格　

応
募
時
に
、
２
つ
以

上
の
審
議
会
等
の
委
員
を
兼
務

し
て
い
な
い
こ
と

◆
内
容　

男
女
共
同
参
画
推
進

の
取
組
に
つ
い
て
の
審
議
等　

◆
報
酬　

４
千
円
（
日
額
）

◆
申
込
・
問
合
先　

応
募
用

紙
を
６
月
10
日
（
月
）
必
着

で
直
接
又
は
郵
送
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

メ
ー
ル
可
）

 

人
権
・
男
女

共
同
参
画
課
（
〒
３
２
８
‐

０
０
３
１　

 

日
ノ
出
町
14
‐

36
市
民
会
館
内
）
へ

※
応
募
用
紙
は
問
合
先
に
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
24
‐
０
３
５
１

男
女
共
同
参
画
審
議
会
委
員

　
　
　
　（
公
募
委
員
）
募
集

▲昨年も八百比丘尼公園を訪れました
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時＝日時／時間　場＝場所　対＝対象　内＝内容
費＝費用　定＝定員　申＝申込・問合先　
詳細は各団体等に問い合わせください。

スポーツひろば参加者募集
時 ６月 15 日、22 日、29 日の各土曜日 19 時 30 分
～ 21 時 15 分 場     藤岡総合体育館アリーナ（藤岡町
藤岡）対  市民 40 人（先着順）内 ファミリーで楽
しく、色々なスポーツを行います。日頃の運動不足
を楽しく解消しましょう。実施種目：エアロビクス、
ソフトバレー、スマイルボウリング、ドッジボール
等 費 １人 500 円（初回当日徴収）申 ５月 27 日（月）
～６月 13 日（木）藤岡スポーツふれあいセンター☎
62‐1301

第４回藤岡渡良瀬テニス教室参加者募集
時 ６月 15 日、22 日、29 日、７月６日の各土曜日
（前期）／ 10 月 12 日、19 日、26 日、11 月２日
の各土曜日（後期）10 時～ 12 時 場    藤岡渡良瀬運
動公園テニスコート（藤岡町藤岡）対 小学生以上
20 人（先着順）内 市体育協会テニス専門部の部員
が教えるテニス教室です。シューズ、ラケットを持
参の上、テニスのできる服装で 費 １人２千円（前
後期分）※当日会場で徴収 申～６月 13 日（木）ま
で藤岡地区体育協会事務局☎ 62‐1301

総合運動公園スポーツ教室キッズトレーニング参加
者募集
時 毎週月曜・水～金曜 16 時～ 16 時 45 分／ 17
時～17時45分 場 運動公園総合体育館（川原田町）
対 小学生 20 人 内 体育の授業とリンクした内容を
行い、基礎運動能力を身に付けていきます 費 3,675

男
女
共
同
参
画
週
間
（
６
月

23
日
～
29
日
）
啓
発
事
業

「
と
ち
ぎ
市
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど
い
」
開
催

フ
ッ
素
塗
布
の
お
知
ら
せ

「
お
お
ひ
ら
男
女
共
同
参
画
の　

　
　
　
　
　

つ
ど
い
」
開
催

平
成
25
年
度
「
栃
木
市
民
大
学
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
講

「
シ
ル
バ
ー
生
き
生
き
塾
」

　
　
　
　
　

受
講
生
募
集

ウイングとちぎ第１期定期後半講座

　

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
を
す
す
め
る
た
め
、「
と
ち

ぎ
市
男
女
共
同
参
画
の
つ
ど

い
」
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時　

６
月
29
日
（
土
）
14

時
～
16
時

◆
場
所　

市
民
会
館
（
日
ノ
出

町
）

◆
内
容

第
一
部　

男
女
共
同
参
画
標

語
・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰　

第
二
部　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
「
歯
と
口
の
健
康
週
間
」
行

事
と
し
て
実
施
し
ま
す
。
フ
ッ

素
塗
布
で
む
し
歯
予
防
を
し
ま

し
ょ
う
。

　

市
民
の
多
様
化
・
高
度
化
す

る
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
と
と

も
に
、
出
会
い
・
交
流
・
仲
間

づ
く
り
の
場

を
提
供
し
、

充
実
し
た
生

涯
学
習
活
動

の
実
践
と
学

習
成
果
の
活

用
を
目
的
と

し
た
、
栃
木

市
民
大
学

を
開
講
し
ま
す
。

◆
開
講
日
（
第
１
回
）
８
月
下

旬
開
講
予
定

◆
対
象　

ど
な
た
で
も
（
市
外

の
方
も
受
講
可
）
80
人

◆
内
容　
「
郷
土
」「
ま
ち
づ
く

り
」「
現
代
社
会
」「
健
康
・
医
療
」

の
４
つ
を
テ
ー
マ
に
し
、
年
度

を
通
し
て
数
回
の
講
座
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
本
講
座
と
は
別
に
数

回
の
オ
プ
シ
ョ
ン
講
座
や
現
地

学
習
を
取
り
入
れ
る
予
定
で

す
。（
別
料
金
）

　

昨
年
度
の
プ
レ
開
講
を
経

て
、
今
回
が
初
め
て
の
本
開
講

と
な
り
ま
す
。
ど
な
た
で
も
受

講
で
き
ま
す
の
で
、
申
し
込
み

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
・
講
義
内
容
等
の
詳

細
は
、
広
報
と
ち
ぎ
７
月
号
の

班
内
回
覧
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

◆
受
講
料　

２
千
円

◆
申
込
・
問
合
先　

６
月
20
日

（
木
）
～

 

生
涯
学
習
課
☎
21
‐
２
７

０
５
・
２
７
０
６

◆講座時間　19 時～ 21 時
◆対象　市内に在勤・在住の 35 歳以下の方　
◆費用　受講料は無料（教材費は自己負担）
◆申込み　６月４日（火）～（先着順） 

 ☆ウイングとちぎ（勤労青少年ホーム）
は、若者の就職を支援するため、専属の
キャリアカウンセラーが毎週月曜日に 13
時から 21 時まで相談を実施しています。
気軽に相談してみませんか。

   場所・問合先　栃木勤労青少年ホーム（日ノ出町）☎ 22 ‐ 3113
 開 館 時 間　月～金曜日／ 13 ～ 21時、
　　　　　　　土曜日／ 17 ～ 21時（日曜祝日休館）

◆
日
時　

６
月
25
日
、
７
月
23

日
、
８
月
27
日
、
９
月
24
日
、

10
月
29
日
、
11
月
26
日
、
12
月

◆
日
時　

６

月
９
日
（
日
）

午
前
中

◆
場
所　

市

総
合
体
育
館
（
川
原
田
町
）

◆
対
象　

小
学
1
年
生
と
幼
稚

園
な
ど
の
年
長
児　

◆
費
用　

無
料

◆
協
力　

下
都
賀
歯
科
医
師
会

◆
申
込
・
問
合
先　

６
月
５
日

（
水
）
ま
で
に

 

健
康
増
進
課 

☎
25
‐３
５
１
２

大 

健
康
福
祉
課 

☎
45
‐１
７
８
８

藤 

健
康
福
祉
課 

☎
62
‐０
９
０
４

都 

健
康
福
祉
課 

☎
29
‐
１
１
０
３

西 

健
康
福
祉
課 

☎
92
‐０
３
１
１

◆
日
時　

６
月
22
日
（
土
）
13

時
30
分
～
16
時

◆
場
所　

大
平
文
化
会
館
ホ
ワ

イ
エ
（
大
平
町
蔵
井
）

◆
内
容　
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
」

○
講
話　

工
藤
敬
子
氏　
（
有
）

フ
ェ
ー
ド
イ
ン
代
表

○
寸
劇

円（税込）申 総合運動公園管理事務所 ☎ 23‐
2523

第９回栃木県障害者スポーツ大会参加選手募集
時 ９月 29 日（日）８時 30 分～（小雨決行、
荒天中止）場 県総合運動公園（宇都宮市）ほ
か 対 満 12 歳以上（平成 25 年 4 月 1 日現在）
で県内に居住する身体障がい者及び知的障がい
者 定 制限なし 内 種目＝陸
上 競 技、 卓 球、 ア ー チ ェ
リー、フライングディス
ク、水泳、サウンドテーブ
ルテニス、グランドソフト
ボール、ソフトボール、車
椅子バスケットボール 費 
無料 申 ６月７日（金）まで
本 社会福祉課 ☎ 21‐2501 ／ FAX 21‐2505

○
お
し
ゃ
べ
り
・
テ
ィ
ー
タ
イ

ム◆
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
（
入
場
無
料
）

◆
主
催　

お
お
ひ
ら
男
女
共
同

参
画
を
す
す
め
る
会

◆
後
援　

栃
木
市
・
栃
木
市
教

育
委
員
会

◆
問
合
先

 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
24
‐
０
３
５
１

曜
日 講座名 定員 教材費 期間・回数

水 パワー　ヨガ 20 人 無料 ７/ ３～７/31 全５回

木 ズンバ 25 人 無料 ６/27 ～８/22 全９回

金 シェイプアップ
エアロビクス 20 人 無料 ７/ ５～８/ ９ 全６回

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木

２
０
１
４
開
催
に
つ
い
て

　
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
愛

称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
全
国
健

康
福
祉
祭
は
、
60
歳
以
上
の

方
々
を
中
心
と
す
る
ス
ポ
ー

ツ
、
文
化
、
健
康
と
福
祉
の
総

合
的
な
祭
典
で
す
。
平
成
26
年

10
月
５
日（
日
）～
６
日（
月
）、

市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
、
テ
ニ
ス
競
技
を
行
い
ま

す
。

　

５
月
13
日
（
月
）
に
、
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
栃
木
２
０
１
４
栃

木
市
実
行
委
員
会
を
設
立
し
ま

し
た
。
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
推
進

担
当
の
事
務
室
は
、
市
総
合
体

育
館
内
に
設
け
ま
し
た
。

 

高
齢
福
祉
課
（
ね
ん
り

ん
ピ
ッ
ク
推
進
担
当
☎
25
‐

０
９
３
１
）

24
日
、
１
月
28
日
の
火
曜
日

９
時
30
分
～
11
時
30
分

◆
場
所　

大
平
隣
保
館
（
大
平

町
新
）

◆
対
象　

60
歳
以
上
30
人
（
先

着
順
）

◆
内
容　

シ
ル
バ
ー
世
代
の
交

流
を
通
し
て
、 

教
養
・
文
化
活

動
、
福
祉
や
人
権
な
ど
に
つ
い

て
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
。

◆
参
加
費　

実
費
負
担

◆
申
込
・
問
合
先　

６
月
３
日

（
月
）
８
時
30
分
～

大
平
隣
保
館
☎
43
‐
６
６
１
１

◆
入
場
料　

無
料（
自
由
参
加
）

◆
主
催　

栃
木
市
・
栃
木
市
男

女
共
同
参
画
地
域
推
進
員

◆
問
合
先　

 

人
権
・
男
女
共
同
参
画
課

☎
24
‐
０
３
５
１

　市政情報、イベント情報、観光情報などを迅速に広く発信するため、栃木
市公式のツイッター及びフェイスブックを始めました。
　災害時には災害情報も発信します。
　市ホームページのバナーをクリックするとど

・

な
・

た
・

で
・

も
・

見ることができます。
皆さん、お気軽に見に来てください。

　本  秘書広報課☎ 21-2224

♪広報とちぎ広告募集♪
　「広報とちぎ有料広告（８月号～平成 26 年４月号）に若干の空きがござい

ます。企業の PR に広報とちぎの広告を利用してみませんか！？詳しい内容や
空き状況は、下記へ問い合わせください。

広報とちぎ発行部数　約 47,500 部（月１回発行／ A3版）
♪ 本  秘書広報課☎ 21-2226 ♪
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対
象　 ＝内容　 ＝講師　 ＝担当
医師　 ＝費用　 ＝定員　 ＝申
込・問合せ
詳細は各団体等に問い合わせください。

シルバー人材センター入会説明会
 ６月 20 日（木）13 時 30 分～  

栃木保健福祉センター（今泉町２丁
目）  市内在住で働く意欲のある 60
歳以上の方  問い合わせはお住まい
の地域の事業所へ。栃木事務局☎ 23
‐4165 ▽藤岡事業所☎ 62‐1534 ▽
都賀事業所☎ 27‐8812 ▽大平事業
所☎ 43‐0155 ▽西方事業所☎ 92‐
8390 ※除草・塗装のできる方大募集

（経験者、興味のある方はぜひ！）※
センターでは、植木手入れ・除草・草
刈・家事援助等の仕事を割安な料金で
お受けしています）

シルバー人材センター刃物研ぎ
 ６月 19 日（水）９時～ 12 時（申

込みは 12 時まで）  栃木保健福祉セ
ンター西側シルバーセンター作業所前

（今泉町２丁目）  包丁類 300 円～、
刈込はさみ 500 円～、修理 100 円～

 シルバー人材センター栃木事務局
☎ 23‐4165
※ 4 月から刃物研ぎの場所が栃木保
健福祉センターに変更になりました。

幼児安全法短期講習会受講者募集
７月８日（月）10 時～ 12 時  藤

岡保健福祉センター会議室（渡良瀬
の里となり）  ０～３歳までの児童
の保護者 20 人（先着順）  暑くなり
プールや海などに出かける機会が増え
ると、不慮の事故は身近な場所で起こ
り、大人の予測がつかないこともあり
ます。今回、水の事故での子供の心肺
蘇生とＡＥＤの使用方法、けがの手
当て等を学びます  ５月 27 日（月）
～ 市社会福祉協議会藤岡支所☎ 62‐
5861

文学散歩
 ６月 14 日（金）７時 10 分出発～

18 時帰着予定  東京各地（集合は栃
木駅南口 7 時厳守） 40 人（先着順）

 東京下町の森鴎外記念館・竹久夢
二美術館・旧岩崎邸庭園を訪ねる日帰
り旅です。下町散歩とアメ横自由行動
があります。昼食は自然食バイキング
です  6,500 円  ５月 27 日（月）

～（費用を添えて申し込み）山本有三
ふるさと記念館☎ 22‐8805

第９回子ども朗読フェスティバル出場
者募集

 【予選】６月 29 日（土）・30 日（日）
13 時～【本選】７月 27 日（土）13
時～  栃木文化会館（予選：大ホー
ル、本選：小ホール）  幼児、小学生、
中学生、高校生  対象図書をもとに
個人の朗読を発表をしてもらい、審査
のうえ表彰。また、団体には対象図書
をもとに群読を発表してもらいます 

 ～５月 30 日（木）山本有三ふるさ
と記念館☎ 22‐8805 ／栃木図書館
☎ 22‐3542

ネズミ型ロボット「チュー吉」の製作
７月７日（日）　13 時 30 分～ 16

時 30 分  小山高専サテライト・キャ
ンパス（倭町）  小学校５・６年生
５人  ヒゲをセンサーにして、壁に
そって自動的に走るネズミ型ロボッ
トを製作します  無料   実施日の
１週間前の金曜日までメールまたは
FAX で 〒 323‐0806 小 山 市 大 字 中
久喜 771 小山工業高等専門学校　講
座イベント申込み窓口☎ 0285‐20‐
2197 ／ FAX0285‐20‐2880

新生栃木市誕生を第九で祝おう！合唱
団員募集
　市では平成 26 年に岩舟町が加わる
ことで大合併が完結します。大きな栃
木、オール栃木で合併を祝い、第九を
合唱しましょう。皆さんの参加をお待
ちしています。（第九交響曲演奏会を
平成 26 年 11 月 30 日（日）にプロ
のオーケストラとソリストを招き開催
予定）  ６月１日（土）～７月 31 日

（水）※詳細は「とちぎ市民第九の会」
実行委員会（ぶなの森カルチャークラ
ブ内）☎ 20‐5055

栃木健康福祉センターからのお知らせ
○精神障がい者患者会「四季の会」の
開催

 原則毎月第２水曜日９時 30 分～
15 時  病状が安定している精神疾患
患者の方  レクリエーション活動や
創作活動を通して、情報交換や仲間づ
くりを行います。
○精神障がい者家族会の開催

 原則毎月第３水曜日 13 時 30 分～
15 時 30 分  主に統合失調症患者の
家族  家族同士の情報交換や勉強会
を通して、家族の役割や接し方を学ん
でいきます。
○パーキンソン病関連疾患患者・家族
会の開催

 原則毎月第４水曜日 13 時 30 分～
15 時 30 分  パーキンソン病関連疾
患患者及び家族の方  パーキンソン
病患者・家族の方が病気や治療、日常
生活の過ごし方などを学び、交流を深
めていきます。
☆共通事項　  栃木健康福祉セン

ター（神田町）  事前に電話で申し
込みください（四季の会は事前面接必
要）☎ 22‐4121

県立栃木特別支援学校の体験学習
　お子さんの就学の参考にしていただ
くため、体験学習を実施しています。
本校への入学を前提とするものではあ
りませんので、お気軽に参加ください。
◆体験学習実施予定◎知的障害教育部
門▽７月５日（金）小学部・中学部▽
８月 27 日（火）小学部（年長児対象）
▽９月９日（月）高等部（中１・中２
対象）▽９月 10 日（火）高等部（中
３対象）▽９月 18 日（水）中学部（６
年対象）▽ 10 月 18 日（金）小学部

（転学児対象）▽ 10 月 30 日（水）中
学部（６年対象）▽ 11 月 25 日（月）
高等部（中３対象）◎肢体不自由教育
部門▽７月 10 日（水）小学部・中学
部・高等部▽９月 19 日（木）高等部
▽ 10 月 15 日（火）小学部▽ 10 月
21 日（月）中学部▽ 11 月 28 日（木）
高等部（中３対象）  県立栃木特別
支援学校（皆川城内町）／齋藤☎ 24
‐ 7575

県立栃木特別支援学校の教育相談
 月曜日から金曜日（祝祭日を除く） 

９時～ 16 時 30 分  就学前のお子さ
んと保護者  相談、検査等の費用は
一切かかりません  ことばの遅れが
気になる、呼びかけても振り向かない、
行動に落ち着きがない、肢体不自由が
あるなど、お子さんの発達や養育等の
心配事を、お気軽に相談ください。相
談の秘密は厳守します  県立栃木特
別支援学校「教育相談室ぽっぽ」／齋
藤☎ 24 ‐ 7575

平成 25 年度栃木県産科医キャリアプ
ラン支援制度の案内
　本県の将来の周産期医療の指導的・
中心的な役割を担う人材として募集す
るもので、最短で専門医の資格や学位
を取得できるように力を傾注します。

 全国の医学生（平成 25 年４月１日
現在、第４学年から第６学年までに在
学する学生に限る）  産科５人程度 

 要問合せ  県医事厚生課内栃木県
医師確保支援センター☎ 028‐623‐
3145 ※随時受付中

自治医科大学公開講座「予防医療と最
新医療」

７月６日から毎週土曜日（全５回）
13 時～ 16 時 15 分  自治医科大学
地域医療情報研修センター大講堂  
一般市民 500 人  無料   自治医科
大学学事課☎ 0285‐58‐7044（平
日８時 30 分～ 17 時）／自治医科大
学ホームページより

足利特別支援学校（病弱）学校公開
　学校公開を開催します。本校の教育
活動について知りたい方や入学希望の
方も、ぜひお越しください。

６月 12 日（水）13 時 30 分～  
県立足利特別支援学校（足利市）  6
月 10 日（月）～ 14 日（金）まで学
校内を自由に見学できます  県立足
利特別支援学校☎ 0284‐91‐1110

県育英会奨学生募集
5 月 15 日（水）～６月 20 日（木）
 4 月に高校（特別支援学校の高等部

を含む）又は、修業年限２年以上の専
修学校高等課程に在籍している方  
貸与月額　国公立 1 万 8 千円、私立
3 万円。※奨学金の貸付原資となる善
意の寄付金を募集しています。1 人で
も多くの方のご支援をお願いします 
  （財）栃木県育英会事務局☎ 028‐
623‐3459

とちぎ海浜自然の家「海浜夏まつり」
開催！
　親子・家族、仲間のふれあいを深め、
海のよさを体験しませんか？

 ７月６日（土）～７日（日）  と
ちぎ海浜自然の家  県民  250 人

（多数の場合抽選）  地引網体験や、
茨城県民謡磯節鑑賞・体験、塩づくり
などたくさんの活動を用意してお待ち
しています !! 詳しくは電話、または
ホームページで  大人 5,800 円、高
校生 4,300 円、中学生 3,500 円、小
学 生 3,300 円、 ３ 歳 以 上 2,500 円、
３歳未満 300 円  ６月 10 日（月）
まで、とちぎ海浜自然の家☎ 0291‐
37‐4004

借金で悩んでいませんか
　関東財務局宇都宮財務事務所では、
借金問題の相談を受けています。個人
の秘密は固く守られます。必要に応じ
法律専門家を紹介します。

 月曜日から金曜日（祝日除く）８
時 30 分 ～ 12 時、13 時 ～ 16 時 30
分  無料  関東財務局宇都宮財務事
務所☎ 028‐633‐6294

福祉サービス苦情解決
　栃木県運営適正化委員会は、福祉
サービスに関する苦情や相談を受け、
事業所への調査や話し合いによるあっ
せんを行うなど、苦情の解決を図りま
す。約束したはずのサービスが受けら
れない、支援の仕方が乱暴だ、職員の
言動に傷つけられた、もう少しプライ
バシーを守ってほしいなど。相談は電
話や来所のほか、文書やメールでも受
け付けています。

 県運営適正化委員会☎ 028‐622
‐2941 ／ メ ー ル asu.sw@dream.ocn.
ne.jp

栃木県政世論調査にご協力ください
 ５月 22 日（水）～６月 17 日（月）
 県内に在住する 20 歳以上の方か

ら 2 千人を無作為抽出  調査表を郵
送※秘密は厳守します  県広報課☎
028‐623‐2158
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大平文化会館
☎ 43-5231

都賀文化会館
☎ 27-8855

藤岡文化会館
☎ 62-4321

＝日時、 ＝会場、 ＝料金、 ＝定員、 ＝チケット、 ＝プレイガイド、 ＝申し込み、

＝開場、 = 開演時間、 ＝託児サービス、 ＝電話予約、 ＝問い合わせ

ピ
エ
ー
ル
＝
ジ
ョ
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フ
・
ル

ド
ゥ
ー
テ

『
バ
ラ
図
譜
』
フ
ォ
リ
オ
版

コ
ノ
サ
ー
ズ
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
東
京
蔵

★
お
は
な
し
広
場

 　
　
　
　
　
【
10
時
30
分
～
11
時
】

６
月
８
日
（
土
）
読
み
聞
か
せ

　
「
お
じ
さ
ん
の
か
さ
」
他

６
月
22
日（
土
）エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　
「
お
む
す
び
こ
ろ
り
ん
」
他

　

場
所　
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階
・
視
聴
覚
室

　

対
象　

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

★
え
ほ
ん
デ
ビ
ュ
ー

６
月
15
日
（
土
）
11
時
～
11
時
30
分

　

場
所　

１
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・
お
や
こ
ル
ー
ム

　

対
象　

赤
ち
ゃ
ん
～
未
就
園
児

※
と
も
に
、
参
加
費
無
料
・
申
込
不
要

★
本
と
あ
そ
ぼ
う

　
　
　

～
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
～

６
月
22
日
（
土
）
15
時
～

　

場
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図
書
館
正
面
・
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・
視

　
　
　
　

聴
覚
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対
象　

幼
児
～
小
学
校
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学
年

キ
ャ
ラ
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ン
カ
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が
本
を
た
く
さ
ん

の
せ
て
や
っ
て
く
る
よ
～
♪

★
お
は
な
し
隊
と
あ
そ
ぼ
う
!!

６
月
23
日
（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

　

内
容　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
の
見
学

と
お
は
な
し
会

　

会
場　

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
：
玄
関
前
特
設
会
場

お
は
な
し
会
：
１
階
・
児
童
ク
ラ
ブ
室

　
「
本
と
あ
そ
ぼ
う
全
国
訪
問
お
は

な
し
隊
」
が
今
年
も
大
平
図
書
館
に

来
ま
す
！

※
参
加
は
無
料
で
す
。
当
日
、
直
接

会
場
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

★
雑
誌
の
ス
ポ
ン
サ
ー
募
集
中
!!

　

大
平
図
書
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で
は
、
雑
誌
コ
ー

ナ
ー
の
充
実
を
図
る
た
め
「
図
書
館

雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
雑
誌
ス
ポ
ン
サ
ー
制
度
は
、

雑
誌
の
購
入
代
金
を
ご
負
担
い
た
だ

く
こ
と
で
、
そ
の
雑
誌
の
最
新
号
、

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
及
び
雑
誌
配
架
棚

に
ス
ポ
ン
サ
ー
の
広
告
を
表
示
す
る

も
の
で
す
。

　

所
蔵
す
る
雑
誌
が
増
え
る
こ
と
で

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
、

ま
た
、
企
業
等
の
方
々
の
社
会
貢
献

活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
大
平
図
書
館
に
お
尋

ね
く
だ
さ
い
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大
平
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
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も
掲
載
し
て
い
ま
す
）

★
お
は
な
し
会

６
月
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（
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時
～
15
時

「
そ
ら
ま
め
く
ん
の
ベ
ッ
ド
」（
大
型

絵
本
）
他

　

場
所　

お
や
こ
ど
く
し
ょ
し
つ

　

楽
し
い
お
は
な
し
が
い
っ
ぱ
い
で

す
！

★
工
作
教
室

『
と
び
だ
す
お
も
ち
ゃ

　
　
　
　
　
　

か
え
る
が
ぴ
ょ
ん
』

６
月
15
日
（
土
）
14
時
～
15
時

　

場
所　

お
や
こ
ど
く
し
ょ
し
つ

　

だ
れ
の
カ
エ
ル
が
い
ち
ば
ん
と
お

く
へ
と
ぶ
か
競
争
だ
！

※
と
も
に
、
ふ
じ
お
か
お
は
な
し
会

『
コ
ロ
ポ
ッ
ク
ル
』
の
皆
さ
ん
に
よ

る
も
の
で
す
。

★
映
画
会
と
お
た
の
し
み
会

『
に
ほ
ん
む
か
し
ば
な
し
』

６
月
16
日
（
日
）
10
時
～
12
時

　

お
た
の
し
み
会
は
、
お
み
や
げ
つ

き
で
す
！

※
ふ
じ
お
か
『
ハ
ー
ド
ル
会
』
の
皆

さ
ん
に
よ
る
も
の
で
す
。

★
お
は
な
し
会

６
月
８
日
（
土
）
14
時
～

　

場
所　

２
階
・
視
聴
覚
室

▽
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
お
だ
ん
ご
こ

ろ
こ
ろ
」▽
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー「
ブ

レ
ー
メ
ン
の
お
ん
が
く
た
い
」

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
た
ん
ぽ

ぽ
』
の
皆
さ
ん
に
よ
る
楽
し
い
お
は
な

し
会
で
す
。ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

★
お
は
な
し
会

６
月
15
日
（
土
）
11
時
～

　

場
所　

児
童
書
コ
ー
ナ
ー

　

お
は
な
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
お
は

な
し
☆
き
ら
ら
』
の
皆
さ
ん
に
よ
る

お
は
な
し
会
で
す
。

　

６
月
の
テ
ー
マ
は「
雨
」と「
歯
」で
す
。

　

６
月
は
雨
の
多
い
季
節
で
す
ね
。

梅
雨
、
五
月
雨
、
天
気
雨
…
雨
に
は

た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
６
月
４
日
は
「
虫
歯
予

防
デ
ー
」、
歯
に
ち
な
ん
だ
お
は
な

し
を
聞
い
た
後
は
、
お
家
で
し
っ
か

り
歯
み
が
き
し
よ
う
！
お
楽
し
み
に
！

※
６
月
か
ら
、
開
始
時
間
を
11
時
に

変
更
し
ま
す
。

　
　
　
　
図
書
館
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ー
ナ
ー
　
　
　　

区　分 個　人 団　体
一般（高校生以上） 500 円 300 円
小・中学生 200 円 100 円
未就学児等 無　料

料金表

※土曜日は、 市内の小 ・ 中学生無料

※毎月第 3 日曜日は 「家庭の日」 のため県

内の小 ・中学生無料

※身体障害者手帳、 療育手帳、 精神障害者

保健福祉手帳の交付を受けている方と介助

者 1人は無料

※団体は 20 人以上

とちぎ蔵の街美術館　（万町 3 － 23 ／☎ 20‐8228 ／ FAX20‐8227）
※駐車場は蔵の街観光館南、大通り沿いの蔵の街駐車場を利用ください。有料入館者、
障害者手帳をお持ちの方には駐車場の無料券をお渡ししています。

●開館時間　９時～ 17 時（入館は 16 時 30 分まで）
●休館日　　 毎週月曜日（祝日の場合は開館し、翌日休館）

花の美学－ルドゥーテとパーソンズ
６月15日（土）～７月28日（日）

　植物学的な正確さに芸術性が感じ取
れる植物画をボタニカル・アートと呼び
ます。
　マリー ･ アントワネットやナポレオン
妃ジョゼフィーヌに仕え活躍した宮廷画
家ピエール＝ジョゼフ・ルドゥーテは、「花
のラファエロ」「バラのレンブラント」と
称され、ボタニカル・アート史上に大き
な功績を残しました。
　本展では、英国人風景画家のアルフ
レッド・パーソンズの細部に至るまで正
確に線描され野生美を感じさせるバラと
華麗で優美なルドゥーテのバラを比較し
てご覧いただけます。
◎学芸員によるギャラリートーク
●日時　6 月 22 日（土）、29 日（土）、
7 月 6 日（土）、27 日（土）　各日14 時
より
※申込不要、観覧券をお求めのうえ、当
館受付までお集まりください。
◎ナイトミュージアム
　閉館後、江戸時代に建てられた土蔵
である当館の解説を行います。
●日時　① 7 月13 日（土）　② 7 月14
日（日）各日18 時～ 19 時
●参加費　一般・大 / 高校生 500 円、小・
中学生 200 円（入館料）

●定員　各日15 人（先着順）
●申込締切　7 月12 日（金）※先着順
●申込方法　電話（0282‐20‐8228）
ま た は メ ー ル（event@kuramuseum.
com）にて申し込みください。
※メールでの申し込みは、件名に「催事
名、催事日」、本文に①氏名（参加人数分） 
②電話番号を明記してください。折り返
し、担当者が受付確認の連絡をします。

　　　◆～参加型ピアノ演奏会～　
「ベーゼンドルファー演奏会」参加者募集！

    7 月 20 日（ 土 ）  13:00　  
13:30　出場者受付（休館日を除く）　５
月２８日（火）～７月１０日（水） 　出場
者：小学生以上　    無料
　大平文化会館にある、世界の名器

「ベーゼンドルファー 275」で参加型
のピアノ発表会を開催します。日頃の
練習成果を大きなホールで響かせてみ
てはいかがでしょうか。
　ピアノソロ又はピアノを使ったアン
サンブルなどのアコースティックコン
サートを 20 分以内で構成してお申込
み下さい。

 電 話・FAX（43-9090）、 メ ー ル
（o-bunkakaikan@city.tochigi.lg.jp）で、
氏名・住所・電話番号（携帯可）・演
奏時間・演奏の希望時間帯・曲目（プ
ログラム作成の為）をお知らせくださ
い。
　申込締切後に出場時間等を明記した
出場要項を郵送します。

◆春の映画鑑賞会
お楽しみ親子映画会「マダガスカル３」
　  5 月 26 日（日）10:00/13:00（２
回上映）  800 人 対象 3 歳以上　  
500 円（小学生以上、全席自由席）　  
発売中 　  市内各文化会館
◆都賀文化会館　ギャラリー 企画展
　　アートリンクとちぎ２０１３
　 　　“ 絵画でたどる栃木路 “
　  ６月 1 日（土）～６月９日（日）9:00
～ 17:00　  ギャラリー　  無料　
　栃木アートリンク　（栃木県立美術
館収蔵作品出張展示会）郷土の作家　
絵画展、地元の画家、刑部仁氏をはじ
め 10 人の画家　20 作品を展示
　　  ◆ピアノ・ステージの開放

 6 月15日（ 土 ）、16日（日）10:00 ～
19:00　    無料　  ステージ　  16
組（先着順）対象 5 歳以上の個人及
びグループ
　都賀文化会館のピアノを使い、コン
クール前のレッスンや小演奏会・バン
ドレッスン等を行ってみませんか !! お
気軽に申し込みください。

◆宗次郎オカリナコンサート（希望者に
は宗次郎さん指導によるオカリナ教室付）
   ８月２５日（日）　

 14:00　   全
席自由席（未就学
児 の 入 場 はご 遠
慮ください）　  
2,500 円（ オ カリ
ナ教室とのセット
券は 3,500 円、渡
良瀬遊水地ラムサール登録記念特別料
金）　  ６月６日（木）販売開始　  市
内各文化会館、ＪＡしもつけ藤岡支店、
とりせん藤岡店、佐野市文化会館、小山
市立文化センター　
※宗次郎さん指導によるオカリナ教室。8
月 20 日（火）19:00 ～ 20:30 料金はコ
ンサートとのセットで 3,500 円。チケット

購入し、申し込む。コンサートで共演し
ていただきます。教室のみは不可。オカ
リナ経験者で C 管か F 管を用意でき
る方。（100 人先着順）

◆宝くじ文化公演　
ミュージカル「人魚姫」　　

   ８月３１日（土）　  14:00　  全席
自由席　  大人 1,000 円　高校生以
下 500 円（3 歳以上はチケット必要）

（宝くじの助成による特別料金）　  6
月 20 日（木）販売開始　　  市内各文
化会館

◆サーカスコンサート 2013
～心をつなぐハーモニー～

    7 月 7 日（日）　  16:00　  全
席指定　      3,500 円（未就学児の入
場はご遠慮ください）　  好評販売中　

 市内各文化会館、ＪＡしもつけ藤
岡支店、とりせん藤岡店、佐野市文化
会館、小山市立文化センター

栃
木
図
書
館　

☎
22
‐
３
５
４
２

（
開
館
９
時
～
19
時
30
分
／
休
館
・
金
）

大
平
図
書
館　

☎
43
‐
５
２
３
４

（
開
館
９
時
30
分
～
19
時
／
休
館
・
月
）

藤
岡
図
書
館　

☎
62
‐
４
８
８
９

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

都
賀
図
書
館　

☎
28
‐
０
８
０
６

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）

市
図
書
館
西
方
分
館

☎
92
‐
２
５
１
２

（
開
館
９
時
30
分
～
18
時
／
休
館
・
月
）
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＝日時／時間　 ＝場所　 ＝対象　 = 内容　
＝講師　 ＝定員　 ＝費用　 ＝持物　 ＝申込

けやき保育園子育て支援センター
（きらり／☎ 23‐8905）

いまいずみ児童館
（☎ 27‐5322）

そのべ児童館
（☎ 20‐6231）

地域子育て支援センターおおひら
（☎ 43‐1134）

さくら保育園子育て支援センター
（ゆめふうせん／☎ 24‐3900）

地域子育て支援センターつが
（☎ 27‐2122）

○すくすくタイム
 ６月６日（木）身長・体重測定・

窓飾り製作、父の日のプレゼント制
作（定員 20 組）、13 日（木）歯科
衛生士さんの「お話と歯磨き指導」
～０歳児編～、14 日（金）歯科衛
生士さんの「お話と歯磨き指導」～
１・２歳児編～、20 日（木）リズ
ムあそび、27 日（木）七夕飾り制
作（定員 20 組）
☆ 13 日、14 日共通事項　時間は
10 時 45 分～ 11 時 30 分  仕上
げ用歯ブラシ・タオル
☆ 13 日、14 日以外の共通事項　
時 間 は 10 時 30 分 ～ 11 時 30 分 

 未就園児と保護者  無料※定員
のある活動の予約は２週間前～受付

○親子スキンタッチ教室～親が子に
行うツボ健康法～

６月 12 日（水） ６か月～１歳
５カ月児と保護者 15 組  フェイ
スタオル１枚、ティースプーン（金
属製のもの）、歯ブラシ（大人用）
○スタンプ遊び
◇６か月～１歳５か月児

６月３日（月）、11 日（火）、14
日（金）、18 日（火）、24 日（月）
◇１歳６か月～未就園児

６月４日（火）、７日（金）、17 日
（月）、19 日（水）、28 日（金）
☆共通事項　時間は 10 時 30 分～
11 時 30 分 15 組 ５月 29 日

（水）～ 31 日（金）９時～ 15 時

ひがしのもり保育園子育て支援センター
（ふれあいポッケ／☎ 27‐8890）

地域子育て支援センター
（☎ 23‐2740）

○ほんわかタイム
６月 11 日（火）当日受付  ０

歳児と保護者  親子でのふれあい
遊びとおしゃべりタイム  無料
○おたのしみ会

６月 19 日（水）  ２歳以上児と
その保護者 15 組（先着順）  「フ
レンド」さんによる人形劇  無料

 ５月 30 日（木）
○プチなかよしタイムⅡ期募集

７月 16 日・８月 27 日・９月 17
日の火曜日  平成 24 年７月～９
月生まれの乳児と保護者 20 組（先
着順）  親子でふれあい遊びと専
門家による講話（７月「ベビータッ
チケア」８月「子どもと栄養」９月

「子どもの心」）  ６月 13 日（木）
○なかよしタイムⅡ期募集

７月３日～９月 18 日の水曜日  
２歳３か月以上児と保護者35組（先
着順）  親子で歌、体操、読み聞
かせ、ゲーム等の集団活動。親子の
仲間づくり  ６月 20 日（木）～
☆共通事項　時間は 10 時～ 11 時

 地域子育て支援センター  無料
 時間８時 30 分～ 17 時
○えほんタイム

水曜日を除く毎日 11 時～ 11 時
15 分、16 時～ 16 時 15 分（自由
参加）  歌や絵本、紙芝居やパネ
ルシアター、体操等

はこのもり児童センター
（☎ 24‐4034）

地域子育て支援センターふじおか
（☎ 62‐5011）

○ふんわり香る石けんのサシェを作
ろう！

６月８日（土）14 時～ 16 時  
18 歳未満 30 人（当日先着順）  
石けんを不織布でくるんだサシェに
飾り付け  無料○
○マーブリングで世界にひとつだけ
のモノを作ってみよう！

６ 月 22 日（ 土 ）10 時 30 分 ～

○７月のママといっしょ
６月 20 日（木）～ 30 日（日）

※ 4 クラス共通
◇うさぎクラス（6 ～ 11 か月児と
保護者） ７月５日（金）10 時 30 分
～  水あそびごっこ  バスタオ
ル◇くま①クラス（1 歳～ 1 歳 5
か月児と保護者） ７月９日（火）
10 時 30 分～  水とおともだち  
着替え、タオル、帽子
◇くま②クラス（1 歳 6 か月児～ 1
歳 11 か月児と保護者） ７月 12
日（金）10 時 30 分～  水とおと
もだち  着替え、タオル、帽子
◇ぞうクラス（2 歳以上の未就園児
と保護者） ７月 16 日（火）10
時 30 分～  水とおともだち  着
替え、タオル、帽子
○リトミックワールド～リズムに合
わせて心と身体を育てよう～

７ 月 26 日（ 金 ）10 時 30 分 ～ 
1 歳 6 か月以上の未就園児と保

護者 20 組（定員越えた場合抽選）
 クレヨン、Ｂ４判の画用紙帳※

軽装でお越しください  6 月 20
日（木）～ 30 日（日）
○スマイル・スマイル～親子でお友
だちつくり～

6月７日（金）10時～11時30分（時
間内参加自由）  3 か月～ 1 歳 5 か
月児と保護者  父の日のプレゼン
ト作り～スタンピングフレーム～
○わくわくたいむ

６月８日（土）14 時～ 15 時 30
分（時間内参加自由） 4 歳児以
上  父の日のプレゼント作り～
フェルトのカードケース～
○にこにこたいむ～親子でお友だち
つくり～

６ 月 14 日（ 金 ）10 時 ～ 11 時
30 分（時間内参加自由） 1 歳 6
か月以上の未就園児と保護者  父
の日のプレゼント作り～スタンピン
グフレーム～
☆共通事項　  無料  電話または
直接いまいずみ児童館へ

○赤麻保育園との交流会　
６月４日（火）10 時～ 11 時 30

分※雨天時は６日（木）  赤麻保
育園（栃木市藤岡町赤麻）  乳幼
児と保護者 10 組  花いっぱい運
動（花の種をつけた風船をとばしま
す）  飲み物 ６月３日（月）ま
で（先着順）
○わくわくタイム　

 ６月 14 日（金）渡良瀬の里公
園で遊ぼう、21 日（金）お誕生会

（4 ～ 6 月生まれ）、27 日（木）七

12 時／ 14 時～ 16 時 18 歳未満
40 人（当日先着順）  ２度と同じ
模様ができないというマーブリング
に挑戦  無料

さくら３Ｊホール
（☎ 22‐7100）

○写生会（太平山ハイキング）　
６月８日（土）９時～ 16 時※ 3

Ｊホール集合  太平山神社（雨天
中止）  小学生  弁当、水筒、色
鉛筆又はクレヨン、よごれても良い
服装、帽子  100 円（紙代等）
○さくら・３J祭（バザー）　

６月 15 日（土）9 時 30 分開場
予定  さくら保育園（錦着山西側）

 バザー、各種お店、工作、野点抹
茶等
○蛍狩りに行こう！　

 ６ 月 23 日（ 日 ）12 時 30 分 3
Ｊホール集合出発、21 時 30 分解散

 日光だいや川公園  ネイチャー
ゲーム、バーべーキュー等  3,500
円 ６月12日（水）まで※19日（水）
までに 3 Ｊホールに費用を持参。

夕飾りの製作、７月５日（金）七夕
祭り（笹を持ち帰り）
☆共通事項　時間はいずれも 10 時
30 分～ 11 時 30 分  乳幼児と保
護者 20 組  無料 ６月３日（月）
～（先着順）　

ファミサポ講習会

地域子育て支援センターにしかた
（☎ 92‐2900）

 

 

○身体測定・手形の日☆
◇０歳～２歳未満 ６月５日（水）、
10 日（月）◇２歳以上 ６月７日

（金）ともに時間は 10 時～ 11 時
○カレンダー作り☆

 ６月18日（火）・19日（水）10 時～
11時、６月21日（金）13 時～14 時
○絵本の会に参加しよう！

 ６月 17 日（月）10 時～ 10 時 45
分 １歳 10 か月以上児と保護者 25
組（先着順）  りんごの会のみなさ
んによるパネルシアター、エプロンシ
アター、読み聞かせ等 ６月４日（火）
～６日（木）電話受付９時 30 分～
○じゃがいも掘りに参加しよう！

６月 24 日（月）10 時～ 11 時※
雨天の場合は７月１日（月） １歳
６か月以上児とその保護者15組（先
着順）  汚れても良い服装、長靴、
帽子、飲み物  ６月10 日（月）～
12日（水）電話受付９時 30 分～
○リトミックに参加しよう！

６ 月 27 日（ 木 ）10 時 ～ 11 時 
１歳８か月以上児とその保護者 
 篠崎真喜子氏  汗拭きタオル、

飲み物（甘くない物） ６月 18 日
（火）～ 20 日（木）電話受付９時
30 分～（先着 20 組）
　☆印は自由参加です。

○ほのぼの移動広場
６月４日（火）、18 日（火）10 時

30 分～ 11 時 30 分※時間内参加自
由  イオン栃木店２Ｆちびっこ広
場  保育士による歌遊び、絵本読み、
ミュージック・ケアや子育て相談
○双子ちゃん遊ぼう

６月 10 日（月）10 時～ 12 時   
未就園児の双子と保護者または双子
を妊娠中の方  無料※一般にも開放
○親子ふれあい給食

６月 17 日（月）※受付 10 時～
10 時 30 分 ５組（当日先着順）

800 円（離乳食有り）
○マタニティー＆ベビーの日

6 月 20 日（木）14 時～ 15 時 
妊娠５か月以上（臨月を除く）の妊
婦または夫婦２組  赤ちゃんのお世
話、調乳、おやつ試食  エプロン、
母子手帳  無料  電話で 10 時～
15 時
○健康相談日

６月 24 日（月）10 時～ 15 時  
身体測定※午前中、助産師相談あり

（予約不要）
○親子スイミング教室

６月 13 日（木）９時 30 分さく
ら保育園集合  小山スイミングス
クール小山校  1 歳～ 3 歳児と保
護者 12 組  親子 1 組 1,800 円（バ
ス代含む） 6 月 11 日（火）まで
○にこにこ親子プレ体験

６月８日（土）10 時～ 12 時※集
合時間９時 40 分  さくら第２保育
園  未就園児と保護者  保育士と
一緒に親子で保育園生活体験  ス
プーン、フォーク、エプロン、おしぼり、
箸  給食代（親 500 円、子 300 円
離乳食有） ６月５日（水）まで
☆共通事項　 メール sakura-3j@
sakura-kids.jp に保護者名、子ども
名、読み仮名、生年月日、〒住所、
電話番号を送信。

○子どもの遊び
６月 28 日（金）10 時～ 11 時 30

分  とちぎコミュニティプラザ２
階和室  ファミサポに関心のある
方。会員でなくても参加可  20 組

 音楽療法士による遊びの指導※
親子で参加可  横田寿恵氏（音楽
療法士）  無料  ファミリー・サ
ポート・センター栃木☎ 25‐1040
／おおひら☎ 43‐1134 受付中

○アンパンマンのシール遊び
６月５日（水） 

○開放保育
６月 12 日（水）、19 日（水）

○シャボン玉遊び
６月 26 日（水）

☆共通事項　時間 10 時 30 分～  
地域子育て支援センターにしかた  
未就園児と保護者  無料  不要　

○０歳親子ビクス
６ 月 10 日（ 月 ）10 時 ～ 10 時

45 分 ０～ 11 か月児と保護者 25
組（先着順）  バスタオル、飲み物、
動きやすい服装  大橋光子氏 ６
月２日（日）～
○ぺたぺた記念日

６ 月 12 日（ 水 ） 10 時 ～ 11 時
30 分（時間内参加自由）  ０歳以
上  手形・足形、身長・体重測定
○ぷちぷちひろば

 ６月 25 日（火）  ０～ 11 か月児
○のびのびひろば

６月 26 日（水） 1 歳以上の未
就園児
☆のびのび、ぷちぷち両ひろばとも
10 時～ 11 時 30 分（時間内参加自
由）  浮かべてあそぼう！プカプ
カにゃんこ作り
○星に願いを

 ６月 29 日（土）～７月７日（日）
 幼児以上  短冊に、願いごとを

書いて飾ろう
　☆共通事項　  無料

○ころころ広場
 ６月４日・11 日・25 日の火曜

日 10 時 30 分～ 11 時 30 分（時間
内参加自由）  大平みなみ児童館 

乳幼児と保護者 （４日）布を
使って遊ぼう、（11 日）ひも通し遊
び、（25 日）絵具遊び
○赤ちゃんサロン

６月 20 日（木）身体計測、27
日（木）親学習プログラム※有資格
者が指導 10 時 30 分～ 11 時 30 分

 大平みなみ児童館  ０歳児と保
護者 30 組（上の子の託児あり）  
ふれあい遊び、ママ同士のおしゃべ
り  受付中
○西保育園との交流会

６月 18 日（火）９時 45 分～ 10
時 30 分  現地集合（９時 40 分）

 乳幼児と保護者 10 組  保育園
児との交流と見学  ５月 21 日（火）
～受付中
○普通救命講習会（AED）

７月４日（木）９時～ 12 時（8
時 40 分集合）  大平みなみ児童館

 一般市民 20 人  心肺蘇生法や
AED の使用法を学びます（終了証
交付・託児あり）  栃木消防署大
平分署消防署員  無料 ５月 21
日（火）～ 31 日（金）
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問合先

７月の集団健診日程
予約制です。問合先までご連絡ください。

日曜
日 場　所 対象

特
定
健
診
・
胃
が
ん
・

肺
が
ん
・
大
腸
が
ん

･

肝
炎
ウ
イ
ル
ス

受診項目

前
立
腺
が
ん

子
宮
が
ん

乳
が
ん

骨
密
度

２ 火 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
３ 水 都賀保健センター 男女 ○ ○ ○ ○
４ 木 都賀保健センター 男女 ○ ○ ○ ○
６ 土 大平ゆうゆうプラザ 男女 ○ ○ ○ ○
８ 月 大平ゆうゆうプラザ 男女 ○ ○ ○ ○
13 土 栃木保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
14 日 西方保健センター 男女 ○ ○ ○ ○
17 水 皆川公民館 男女 ○ ○ ○ ○
18 木 栃木老人福祉センター長寿園 男女 ○ ○ × ×
19 金 栃木保健福祉センター 女性 ○ × ○ ○
22 月 藤岡保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
23 火 藤岡保健福祉センター 男女 ○ ○ ○ ○
29 月 吹上公民館 男女 ○ ○ ○ ○

健診当日の受付時間は、8：30 ～ 10：30 です。

７月の健康相談・栄養相談
予約制です。問合先までご連絡ください。

日 曜日 場　　所 受付時間
４ 木 大平ゆうゆうプラザ 13：30 ～ 16：30
９ 火 藤岡保健福祉センター 13：30 ～ 16：30
18 木 西方保健センター 9：00 ～ 11：30
25 木 都賀保健センター 13：30 ～ 16：30
29 月 栃木保健福祉センター 9：00 ～ 11：30

７月のこころの健康相談
カウンセラーが相談に応じます。

予約制です。問合先までご連絡ください。
日 曜日 場　所 受付時間
18 木 大平ゆうゆうプラザ

13：30 ～ 16：30
26 金 栃木保健福祉センター

両親教室
事前に問合先までご連絡ください。

内　容
場所 / 日程

栃木保健福祉センター 大平ゆうゆうプラザ
①妊娠中の生活・仲間づくり 終了 終了
②育児について・栄養指導   ６月７日（金） 終了
③妊婦体験・沐浴指導   ６月 22 日（土）    ６月 22 日（土）

すくすく教室
事前に問合先までご連絡ください。

場　所
月 日 曜日 内　 容

 栃木保健福祉センター
６ 22 土   絵本読み聞かせ・ストレッチ
７ 17 水   ふれあい遊び・子育てアドバイス

 大平ゆうゆうプラザ
６ 19 水 離乳食教室・子育て相談

 藤岡保健福祉センター
６ 7 金 ベビータッチケア
７ 4 木 離乳食実習

 都賀保健センター
６ 14 金 離乳食のお話、ベビータッチケア

　
　
　
　（

６
月
）

子
育
て
サ
ロ
ン

日 曜日 場　所
３ 月 栃木（栃木保健福祉センター）
10 月 大平（大平ゆうゆうプラザ）
17 月 藤岡（藤岡保健福祉センター）
24 月 都賀（都賀保健センター）

休日・夜間救急診療

≪栃木地区急患センター６月の当番医≫

境町（医師会病院隣）　☎ 22‐8699
【診療時間等】

平日 19：00 ～ 22：00（内科 / 小児を含む）
休日   9：00 ～ 21：00（内科 / 小児を含む）（外科）
※事前に☎確認してお出かけください。

１ 土 横山（よこやま内科小児科クリニック）

２ 日
内：江田（江田クリニック）
外：小山（みずほクリニック）

３ 月 青木（虎）（青木医院）
４ 火 成田（成田内科）
５ 水 竹田（竹田内科医院）
６ 木 腰塚（学） （ちづかクリニック）
７ 金 筒井（筒井医院）
８ 土 玉野（たまのクリニック）

９ 日
内：石井（石井内科医院）
外：長（大平ファミリークリニック）

10 月 青木（章）（静和医院）
11 火 中坪（なかつぼクリニック）
12 水 秋元（秋元クリニック）
13 木 関口（弘）（関口医院）
14 金 山田（合戦場クリニック）
15 土 青木（虎）（青木医院）

16 日
内：橋本（安）（橋本医院）
外：大山（大山整形外科）

17 月 永谷（大島医院）
18 火 川田（かわたクリニック）
19 水 盛川（サンライズクリニック）
20 木 高田（高田クリニック）
21 金 長谷川（長谷川医院）
22 土 江口（えぐち内科クリニック）

23 日
内：成田（成田内科）
外：亀田（亀田整形外科医院）

24 月 小林（こばやしクリニック）
25 火 大森（うづまクリニック）
26 水 中村（昭）（なかむら耳鼻咽喉科クリニック）
27 木 石塚（好生医院）
28 金 長（大平ファミリークリニック）

29 土 渡辺（わたなべ内科・循環器科クリニック）

30 日
内：中元 （中元内科医院）
外：藤沼（彰）（藤沼医院）

◆栃木市消防本部
月～土曜日の 22：00 以降　 　　   ☎ 22‐0119
日曜・祝日・年末年始の 21：00 以降  ☎ 24‐9999

（音声ガイダンス）

≪急患センター終了後、問合先≫

◆とちの木病院（大町）　　　　     ☎ 22‐7722
日曜日　19：00 ～ 21：00

※市内の小児科開業医が中心となり実施しています。
◆下都賀総合病院（富士見町）　     ☎ 22‐2551
木・金曜日　17：00 ～ 22：00　　（要電話確認）

≪小児救急診療（0 歳から中学生）≫

毎日18：00 ～ 23：00  
☎ 028‐600‐0099　プッシュ回線の場合　  #8000 

≪とちぎ子ども救急電話相談≫

○ホームページ
　「とちぎ医療情報ネット」と検索するか、
　アドレスバーに下記のＵＲＬを入力。
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/
○モバイル版
　　http://www.qq.pref.tochigi.lg.jp/kt/

≪とちぎ医療情報ネット≫

６月の乳幼児健診
個別通知にて案内した時間にお越しください。

日 曜日 地　域（場所）
4 か月児健診

18 火 栃木（栃木保健福祉センター）
19 水 都賀（都賀保健センター）
25 火 大平（大平ゆうゆうプラザ）
25 火 西方（西方保健センター）
27 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）

9 か月児健診
４ 火 栃木（栃木保健福祉センター）
19 水 都賀（都賀保健センター）
25 火 西方（西方保健センター）
26 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）
27 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）
28 金 栃木（栃木保健福祉センター）

1 歳 6 か月児健診
4 火 大平（大平ゆうゆうプラザ）

12 水 栃木（栃木保健福祉センター）
17 月 都賀（都賀保健センター）
26 水 栃木（栃木保健福祉センター）

3 歳児健診
5 水 大平（大平ゆうゆうプラザ）

13 木 藤岡（藤岡保健福祉センター）
27 木 栃木（栃木保健福祉センター）

2 歳児歯科健診
7 金 西方（西方保健センター）

11 火 栃木（栃木保健福祉センター）
21 金 大平（大平ゆうゆうプラザ）

　ロコモティブシンドロームとは、「立つ」「歩く」など体を支え（支持）、動かす（運動・移動）
役割をする器官や組織（運動器）が衰え始めている状態で、略して「ロコモ」と呼ばれています。
　放っておくと日常生活に支障をきたし、要介護さらには寝たきりの状態になってしまうこと
もあります。早期に予防をすることが大切です。

◆◆あなたはロコモ？ ロコチェックをしよう◆◆
　□ 片足立ちで靴下がはけない
　□ 家の中でつまずいたり滑ったりする
　□ 階段を上るのに手すりが必要
　□ 横断歩道を青信号で渡りきれない
　□ 15 分位続けて歩けない
 １つでもあてはまればロコモ予備群の可能性があります。

成人健診等のご案内

　　健康のため年に 1 回

　　　　　　　　健康診断を受けましょう

40 歳以上の 5 人に 4 人が “ ロコモ及び予備群 ” と推定！

※できれば毎日、少なくとも週２回以上を目安
に自分のペースで継続的に運動しましょう。

ラジオ体操

ウォーキング

ストレッチ

   関節の
曲げ伸ばし

予防に効果的なのは運動です！

    『ロコモティブシンドローム』

     －運動器症候群－

あなたは大丈夫？
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ル
ゼ
ン
エ

とちぎ散歩は、栃木市にある名所、旧跡など観光スポットを紹介します。

　「
歴
史
と
文
化
の
街
」
象
徴

　
　
　
　

東
西
に
並
ぶ
３
土
蔵
を
生
か
す

青
あおしか

鹿　颯
そ う た

太ちゃん

並
な み き

木　遼
りょうた

太ちゃん

野
の ざ わ

澤　舞
まい

ちゃん

髙
た か だ

田　真
ま お

央ちゃん
淺
あ さ の

野　翔
しょうま

真ちゃん

坂
さかもと

本　妃
き こ

乎ちゃん

　

見
世
蔵
が
軒
を
そ
ろ
え
る

大
通
り
の
ほ
ぼ
中
心
部
に

（募集）写真の裏に赤ちゃんの名前（ふりがな）・  生年月日 ・
住所・  電話番号・保護者名を記入して

                〒 328 ‐ 8686 市役所秘書広報課へ。
　　　   写真は返却しません。

（締め切り）　平成 24 年８月生まれ  ６月  12 日（木）
（当日必着）　平成 24 年９月生まれ  ７月    9 日（火）

あ
っ
て
歴
史
と
文
化
に
富
む

市
を
代
表
す
る
美
術
館
。
江

戸
時
代
に
建
造
さ
れ
た
東

蔵
、
中
蔵
、
西
蔵
と
東
西
に

並
ぶ
３
つ
の
土
蔵
を
そ
の
ま

ま
美
術
館
と
し
て
整
備
、
平

成
15
年
に
開
館
し
た
。
瓦
屋

根
に
黒
漆
喰
の
壁
、
正
面
に

染
そめみや

宮　ももちゃん落
おちあい

合　陽
ひなた

ちゃん藤
ふ じ た

田　駿
は や と

斗ちゃん

延
のぶはら

原朱
あ か り

榎里ちゃん丸
まるやま

山　惺
せ な

那ちゃん神
かみしな

品　絢
あ や と

斗ちゃん

工
く ど う

藤　遥
は る と

心ちゃん石
いしがみ

神　結
ゆ あ

愛ちゃん大
おおつか

塚唯
ゆ い り

衣里ちゃん

安
あ ん ぜ

瀬　一
か ず は

葉ちゃん早
そ う と め

乙女敢
か ん た

大ちゃん小
お ば な

花　英
ひではる

陽ちゃん

長
ちょう

　真
ま ゆ

優ちゃん村
むらかみ

上　陽
ひ さ き

咲ちゃん渡
わたなべ

邉くるみちゃん

和
わ く い

久井悠
ゆうすけ

介ちゃん横
よこはま

浜　至
いたる

ちゃん山
やまもと

本　隆
りゅうせい

盛ちゃん

格
子
と
い
う
風
格
に
満
ち
た

威
容
は
、
美
術
館
と
し
て
は

小
規
模
だ
が
、
存
在
感
で
は

ど
こ
に
も
引
け
を
と
ら
な
い
。

　

蔵
は
江
戸
時
代
か
ら
現
在

も
大
通
り
で
質
店
を
営
む
善

野
家
（
屋
号
は
釜
佐
）
の
も

の
で
、
江
戸
時
代
末
期
に
困

窮
し
た
人
々

の
救
済
に
米

を
放
出
し
た

こ
と
な
ど
か
ら

「
お
た
す
け
蔵
」

と
も
呼
ば
れ
る
。

東
蔵
は
文
化
年

間
（
１
８
０
４

～
１
８
１
８
）

の
建
造
と
さ
れ
、

市
内
に
現
存
す

る
２
５
０
を
超

す
蔵
の
中
で
最

も
古
い
部
類
に
属
す
る
。
箱

森
産
の
瓦
を
使
用
、
鬼
瓦
の

一
部
は
劣
化
防
止
の
た
め
に

外
さ
れ
、
館
内
に
常
設
展
示

さ
れ
て
い
る
。

　

収
蔵
品
展
は
、人
間
国
宝
・

濱
田
庄
司
な
ど
の
陶
芸
作
家

▲３つの土蔵を、その
まま美術館に

▶鬼瓦などは常設展示
され、間近に見られる

と
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
美

術
工
芸
作
家
の
作
品
等
を

展
示
。
歌
麿
の
浮
世
絵
を

は
じ
め
市
出
身
の
清
水
登

之
や
橋
本
邦
助
、
田
中
一

村
な
ど
の
絵
画
、
さ
ら
に

は
竹
工
芸
を
芸
術
の
域
に

高
め
た
二
代
飯
塚
鳳ほ
う
さ
い斎
・

琅ろ
う
か
ん
さ
い

玕
斎
の
作
品
な
ど
の
逸

品
も
折
に
触
れ
て
展
示
し

て
お
り
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が

合
え
ば
鑑
賞
で
き
る
。

　

春
、
秋
の
特
別
企
画
展

を
中
心
に
企
画
展
が
催
さ

れ
、選
り
す
ぐ
り
の
美
術
・

芸
術
品
は
、
蔵
の
構
造
を

生
か
し
た
展
示
ス
ペ
ー
ス

で
、
そ
の
存
在
感
を
一
段

と
際
立
た
せ
て
訪
れ
る
人

を
魅
了
す
る
。

今
こ ん の

野　順
じゅんせい

正ちゃん

髙
た か だ

田明
あ す か

日香ちゃん

平成 24 年６月生まれの赤ちゃん

◆
日
時　

６
月
15
日

（
土
）、
８
月
10
日
（
土
）、

９
月
14
日
（
土
）、
10
月

12
日
（
土
）、
12
月
７
日

（
土
）、
１
月
25
日
（
土
）、

２
月
15
日
（
土
）（
全
７

回
）
13
時
30
分
～
15
時
30

分
（
初
日
の
み
10
時
～
12

時
）

◆
場
所　

大
柿
要よ
う
が
い
さ
ん

害
山
、

下
野
国
庁
跡
、
お
お
ひ
ら

歴
史
民
俗
資
料
館
、
瀬
戸

河
原
公
園
、
藤
岡
遊
水
池

会
館
、
西
方
公
民
館
、
神

明
宮
社
務
所

◆
対
象　

小
学
生
（
保
護

者
同
伴
）

◆
定
員　

30
人
（
希
望
が

多
い
場
合
は
、
抽
選
）

◆
参
加
費　

計
９
０
０
円

◆
申
込　

６
月
６
日（
木
）

ま
で
市
民
活
動
推
進
セ

ン
タ
ー
く
ら
ら
☎
20
‐

７
１
３
１（
水
曜
日
休
館
）

へ

とちぎふるさと子ども観光大使 2013　

ふ
る
さ
と
栃
木
市
の
子
ど
も

観
光
大
使
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　

検
定
に
合
格
す
る
と
、
子

ど
も
観
光
大
使
の
認
定
証
が
も
ら
え

ま
す
。
昨
年
は
、
41
人
が
子
ど
も
観
光

大
使
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
各
地
域
の
良
さ
を
学
び
、
市
外

の
方
に
伝
え
て
い
き
ま
す
。

問合先　市民活動推進センターくらら ☎ 20 ‐ 7131（水曜日休館）　  地域まちづくり課 ☎ 21 ‐ 2249　FAX21-2616　メール　simin@city.tochigi.lg.jp

　観光ボランティアから「観光大使」
としての知識を学ぶ子どもたち
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４
月
上
旬
、
西
方
地
域
で

随
一
と
い
わ
れ
る
シ
ダ
レ
ザ

ク
ラ
が
満
開
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ
は
栃

木
県
の
名
木
百
選
の
一
つ
に

も
数
え
ら
れ
て
お
り
、
室
町

時
代
に
植
え
ら
れ
た
樹
齢
約

５
５
０
年
の
桜
で
す
。

　

流
れ
る
よ
う
に
垂
れ
る
枝

に
ピ
ン
ク
の
小
さ
な
花
が
咲

き
そ
ろ
う
姿
は
、
毎
年
地
域

の
春
の
風
物
詩
と
な
っ
て
い

ま
す
。

市内各地から、楽しい春の話題が届きました！

　

４
月
６
日
（
７
日
は
荒
天
中
止
）、「
第
19
回

藤
岡
さ
く
ら
祭
り
」
が
、
藤
岡
渡
良
瀬
運
動
公

園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
渡
良
瀬
バ
ル
ー
ン
レ
ー
ス
も
同

時
開
催
さ
れ
、親
子
で
バ
イ
ク
を
楽
し
む
会
や
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
も
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。
午
後
か
ら
は
雨
に
降
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
夜
は
花
火
を
打
ち
上
げ
、
遊
水
地
を

彩
り
ま
し
た
。

　

　

４
月
１
日
か

ら
30
日
ま
で
、

つ
が
の
里
を
会

場
に
「
花
彩
祭

２
０
１
３
」
が

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

   

シ
ダ
レ
ザ
ク

ラ
か
ら
始
ま
り
、
ソ
メ

イ
ヨ
シ
ノ
、
ヤ
マ
ザ
ク

ラ
（
つ
が
の
里
桜
）、
ヤ

エ
ザ
ク
ラ
と
た
く
さ
ん

の
種
類
の
桜
が
長
期
間

楽
し
め
る
つ
が
の
里
。

日
曜
日
に
は
各
種
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
し

た
。

  

つ
が
の
里
に
は
今
年

も
多
く
の
方
が
訪
れ
、

う
ら
ら
か
な
日
差
し
の

下
で
思
い
思
い
に
春
を

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　

５
月
26
日
ま
で
「
う
ず

ま
の
鯉
の
ぼ
り
」
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
合

わ
せ
て
、
蔵
の
街
大
通
り

で
も
鯉
の
ぼ
り
が
泳
い
で

い
る
こ
と
を
皆
さ
ん
ご
存

知
で
し
た
か
？

　

春
の
気
持
ち
の
良
い
風

に
吹
か
れ
て
泳
ぐ
か
わ
い

ら
し
い
鯉
の
ぼ
り
を
見
な

が
ら
、
ま
ち
を
散
策
す
る

の
も
お
勧
め
で
す
！

　４月 14 日、春のうららかな日和
のなか、かかしの里で「食べよう春
　万本桜」と題したイベントが行わ
れました。

　ＮＰＯ法人南山麓友の会が主催
し、ステージではバンド演奏、親子
工作体験では竹で思い思いの工作、
出店ではやまめの塩焼きなどおいし
い食べ物を、桜のもとで皆さん楽し
んでいました。

市内各地のイベント情報を、市ホームページのイベントカレンダーで見ることができます。


